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せ
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し
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引
所
を
取
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世
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策
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引
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濟
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。
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又
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古
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號
は
所
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な
デ
ァ
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記
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d
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n
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で
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T

此
は
へG

デ
ァ
ヌ
ス
ツ) 

依
る
も
の
で
あ
る
。

へ
?

デ
ァ
ヌ
ス
は
.紀
元
ニ
；

0：

年
頃
の
ビ
♦サ
ン
チ
ン
の
學
者
，で
あ
-
^、此
記
號
の
記
載
者
で
，

9

る)
" 

是
等
の
記
號
は
ァ
ゼ
ン
ス
の
碑
文
に
現
は
る
る
こ
ざ
®

々
で
あ
る
。
其
爲
今
で
は一

般
は
ァ
テ
ィ
ク
クA

t
t
i
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ぱ
れ
て
居
る
。
如
何
な
る
理
s

k
依
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
此
等
の
記
號
ほ
後
到
ウ
て
i

ァ
ル
フ
ァ
？
ク
ト
數
字 

に
代
へ
ら
；

4,̂

た
數
に
は
希
職
て

\

ス
ァ
べ
ゾ
ト
义
ネ
が
、
三
，個
'の
珍
奇
で
古
風
な
文
字
へ
，
明
，
及
び1

7

ッ
並
に 

,
記
號
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ビ
共
に
使
用
せ
ら
れ
れ
。
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希
臉
人
に
從
へ
ぱ
"

は
t

を
斤
は
2

を
デ
は
3

を

:

.

.意
除
す
る
が
、
"

を
以
て
1

を
一
斤
を
以
て
义
を
て
を
以 

て
5
.を

•

.
：
.
或
は
a
を
以
て
：̂
5を02.

を
以
て
4

,を 

を
以
て0

を
.
：
：
，意
味
せ
し
む
る
事
も
可
能
で
あ
る
◊

1 

般
にa

c
r
x
r
:
:
:

の
系
列
を
以
て
柱
意
の
數
の
系
列
を
意
味
せ
し
め
得
る
。
希
»

T
か
ク
ア
.ベ
ッ
ト
數
字
の
代
.

C
V

 

に
ア
ラ
ビ
ヤ
數
字1

2

 

3

 

4
 

5
 

6

 

7

 

8

 

9

 

0

を
旧
ふ
る
場
合
も
司
じ
。

何
故
に
1

は
1

を
さ
は
2

を
3

は
.3
を
：
,
.

.
意
味
せ
ざ
：を
を
得
ぬ
か
"

意
味
せ
し
め
ざ
る
を
得
ぬ
か
’0

ラ
ヴ
セ 

グ
は
ニ
應
次
の
如
く
答
へ
る
。(

一
)

十
木
の
脂
，、

」

一
一
ッ
の
眼V

1

つ
の
鼻
ざ
を
有
す
る
が
如
く
1

は
1

を
2

は
2

を 

3 
は
？

C

 

を
.
，：
•
.意
®

せ
む
事
を
望
む(
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u
s
s
e
l
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n
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i
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數
は
普
通
の
對
象
をS

算
す
か
に
S

0

が
如
き
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
.

此
は
次
の
如
き
事
を
要
求
す

る0
諸 

數
は或

®
'

の
形
式
的
特
性
を
有
す
る
ゆ
み
な
ら
す
一
定
の
意
味
を
有
せ
.ね
ば
な
ら
ぬ
。，此

1

楚

の

意

味

は

算

數

學
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論
f
f
l的
理
說
に
依
つ
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せ
ら
れ
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見
解
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下
に
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て
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を
3 :

!
1
3
を
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ざ

る
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ざ

る

先

驗
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：基

礎

は
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ら

れ

ぬ
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下
に
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て
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1
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貫
際
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活
が
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す
る
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1
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2
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す

る
事
も
可
能
で
あ
る(
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)

數
が一

足
不
變
の
意
味
を
持
つ
た
め
、
數
は
懷
性
槪
念
ヤ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ(

ハ)

數9

系

列
は
矛
盾
な
き
®

系
を
昨
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
矛
盾
な
さ
體
系
を
得
る
が
如
ぐ
數
は
定
義
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
楊

合
數
の
自
由
は
許
さ
れ
ぬ(

同

一

®

及
び
矛
盾
律
.參
照)
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，

認
識
ざ
は
主
觀
に
依
ら
尉
象
の
認
識
で
あ
る
0
認
識
が
普
遍
妥
當
性
を
得
る
，爲
に
は
、
靴
象
は
客
觀
マ」

な
ら
ね
ぱ 

な
，ら
ぬ
。
露
識
の
對
象
は
如
ゼ
ぶ
し
て
客
観
-

.J

な
ろ
か
。
.知
る
‘も

，の

知

ら

.
^
る
も
の

マ ，/

のh

敬
は
認
識
じ
各
錫
ま
，

を

g
g

ら

ず

も
.の
‘と

考

へ

ら

れ

る‘。

知

る
'も

の

マJ

知

ら

れ

，る
も

の

、、k
の

1

政
は
反

複
模
做3̂
情
或
は
類
似
、相
似

に
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つ
て
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明
せ
ら
れ
得
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'
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P
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h
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け
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a
s
s
e
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a
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e
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s
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o
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a
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l
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o
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,
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i
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r
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R
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s
i
t
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o
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ィ
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參 

照)

。知
ら
れ
る
も
の
ごI

政
し
た
知
る
者
は
對
象
化
さ
れ
た
知
る
者
故
、認S

:

の

爲

は
»

殺
化
さ
れ
た
知
る
者
を
* 

知
る
者
が
豫
梵
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬV

主
觀
ヒ
對
象
セ
相
似
、，
對
象
：̂
對
象
：̂
生̂
觀
的
：對
象
ヒ
も
相
似
で
あ
る
。
 

相
似
な
る
も
の
の
纽
な
る
對
象一

般
に
對
す
る
主
：觀
は
、
其
が
對
線1

般
は
對
す
，る
常
の
生
觀
で
あ
る
限
-
^
、
對
象 

一
般
ビ
相
似
で
あ
る
ビ
考
へ
ら
れ
る
0

今
數
を
相
似
な
る
V
.の
の
組
な
.る
對
象1

:

般
に
對
立
す
る
當
の
も
の
で
あ
る 

，/」

す
れ
ば「

數
ざ
は
•
.或
る
も
の
で
あ
る
、
或
る
組
の
數
.に
外
な
ら
ざ
る
所
の
或
る
も
の
で
あ
る」
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J
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斯
く
の
如
ぐ
足
義
せ
ら
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た
數
は
：普
纖
妥
當
性
を
有
，つ
。

1
®

の
.意
除
を
有
つ
0 

: 

h

ソ

，v
:
v
,
:

 

>

對
象I

般

(

或
る
組
の
數)
の
！
！

識

の
爲
は
は
是
非
豫
益
せ
ら
れ

.ざ
る
を
得
ぬ
；者i
言
ぶ
意
味
で
、
數
ざ
は
成
る' 

組
の
數i

f

外
な
ら
ざ
る
所
の
或
る
紫
で
あ
る
C

悟
性
槪
念
で
お
る
o
,
r數
S

は
或
る
も
の
で
あ
る
、，
或
る
組
の
數
に
外 

な
ら
ざ
る
所
の
或
る
：者
セ
あ
る」

n

言
ふ

數

の

悟

性

を

數

夢

上

：の

霞

i
;

に
#

は
せ
ぱ
.

「

同
f

の
に
等
し
さ
も
の
は 

根
等
し」

。知
る
者W

知
ら
れ
る
も
め
の

1

政
.は

「

同
じ
さ
も
め
，

J

ゼ

「

等
じ
き
も
‘の」

i

の
相
等
で
あ
る
。
0
0 

學
者
が
一
般
觀
念
の
中
に
、

「

同
0

も
め
に
等
し
.

の
は
相
等
し」

を
置
い
力
は
故
ホ
る
事V

J

考
へ
.ら
れ
る
U

ヵ
ン 

「

僵
ざ
ほ
成
物
に
於
ず
蛋
.が
何
向
®

立
，さ
れ
て
肩
る
，か
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そ
れ
に
依

t

考
ヘ
ら
れ■
る》〕

ざ
の
で
さ
る
物
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^
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る
0
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六
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じ2̂
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.
£目
つ
て
居
る
。0 

‘ 

.

i
, 

®識
の
溶
®

「

同
じ
さ
も
の
k
等
し
さ
事」

に
；表
は
さ
れ
る
。「

同
：じ
き
も
の」

は
甸
で
あ
る
か
"r

同
じ
も 

の
し
を
悟
性
槪
念
に
取
れ
ぱ「

同
じ
も
の
に
等
し
さ
も
0
:
相̂

等

し」

を

奉

す

る

數

は

具

體

，的

な

る

.
事

物

を

説

明

し 

得
ぬ
、
不
千
分
で
あ
る
0
數
r
は
九
本
の
脂
ど
半
分
の
鼻
とr

l

‘ッ
.の
口
ビ
を
有
ず
るI

人
の
か
ひ
を
說
明
し
得
ぬ
>
不 

ホ
分
：̂

あ
る
Q1

一
人
S
人g
人

：
：
：
ょ
.
c成̂

るL

俾

の

幽

體

を

說

一

明

し

得

ぬ

。
，五

人

の

集

.

CS

ょ
り
成
る
.，

I

ッ

の

ま 

f

七
.
Aの
集
ま
ら
よ

り

な

る

r
ツ
の
社
會
ご
を
K
別
し
得
ぬ
"
共
；同
的
な
るr

ッ
の
，社
會
ど
利
益
的
な
る
：

r

ツ
の 

社
會V

J

を
®
別

し

得

ぬ

。

從

て

動

，的

時

間

，的

雁

史

的

な

る

事

物

を

對

象

.
’

/J

す
る
賞
踐
的
或
は
實
說
的
主
.觀
の
立
場
か 

ら
，で
は「

同
t
も
の
に
等
し
.

3^

も
の
'は

相

等

し

か

、ら
す

」

。
後

者

の

立

場

か

ら

、
次
：の
：

如
，.

き
自
覺
が
.起
る
。
數
ビ
は
互
に 

相
似
な
ら
ざ
る
棚
似
な
る
，組
の
數
れ
外
な
ら
ざ
る
所
の
或
る
も
の
で
あ
る
。
.五

の

誤

.

cv.^

り
成
る
ー
ツ
の
？̂
會
A 

-VJ

七
人
の
媒
☆
ょ
な
成
る1

ツ
の
社
會
B
と
は
共
に
ー
ツ
の
社
會
'で
あ
る
。

さ

從

て

5
'
=
7

部
分
は
全
體
k
等 

し
。
.社
會
A
は
社
會
B
に
對
し
て
遙
k
大
.な
る
®

勢

力

'を

有

す

る

も

の
ざ
/
^れ

ぱ

5
〉

7

部
分
は
全
體
ょ
ゥ
も
大
で 

ホ
ぶ
0 
7

が
，り
ょ
ク
大
な
る
は
勿
論
で
あ
ろ
、、

J

せ
ら
れ
る7

V
5

 :
部
分
：̂
全
體
ょ
り
も
小
で
あ
る
。
斯
く
の
如
：き
自 

覺
は
慎
他
に
依
る
自
覺
で
あ
る
ご
は
考
へ
ら
れ
ぬ
赏
踐
理
性
♦に
：®
ぐ
☆
覺
で
あ
，.る

.r

般
に
N i

t
a

を
®
 

踐
理
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槪
念
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し
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の
數
1
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踐
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性
槪
念
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し
て
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數
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求
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生

物

動

物

植

物

宇'ポ
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山

川

，
草

木

は

我

々

の

冗

官

：：
に

映

，资

名

：
リ

直

觀

：
せ

、
ら

れ

ろ

.
も

の

は

凡

て

直

觀

の

形

式
 

0

の

制

.
豹

に
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ふ

。

自

然

に

在

る

も

の

は

ル

て

缕

M

時

間

の

制

約

に

從

ふ
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自
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科

學
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K
在

y
j

し

て
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物

質
は
-
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時
問
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約
に
f

t
ふ
く
物
®
は
S

問

時

的

存

在

で

ゐ

t<̂
。

 

.. 

.

. 

• 

i
:
,
. 

'
，物
®

ぜ
ポ
は
楚
を
知
り
得
ぬ
。
先
づ
問
題
な
る
は
物
f
f
lの
大
小
で
あ
る
素
朴
的
な
る
體
識
^
^
外
的
な
る
：も
の 

ょ
り
始
ま
る
、
内
的
反
嬉
は
外
的
認
識
の
.後
に
來
る
.
が

1

般
で
あ
る
。
物
質
の
大
，サ
が
*
厳
高
す
め
積
な
る
遭
積
に 

於
て
考
へ
ら
れ
る
。
内
め
反
省
が
起
る
"

物
質
の
大
サ
，は
體
精
ビ
密
：度
の
積
に
.
考
へ
ら
れ
を
。
，
.

，物
質
の
-外
的
{
<
1
.
間
的
大
サ

が
ら
，
內
的
時
間
的
大
サ
じ
移
る
0

時
間
は
動
，で
あ
る
0

物
質
め
質
量
は
重
量
的
貝
廣 

か
ら
述
動
體
の
情
性
的
質
量
に
移
ん
*
。
.質
量
は
ガn

M
e
A
'

に
於
け
る
M

即
ち
加
速
度
に
：對

す
る
力
の
比
例
恒
數
に
，
 

考
へ
ら
れ
る
。

物
®

の
；姚
動
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
.物
質
の
有
ジH

ネ
ル
.
ギ
’

で
あ
る
ャ
物
質
の
倚
ふ
駕
氣 

で

ま

0

然
ら
ぱ
物
質
の
質
®

U
 H

ネ
ル
ギ
I

を
有
す
る
物
の
質
贵
或
は
電
磁
：的
質
量
で
あ
る
ミ
考
へ
ら
れ
る
。

,

電
磁
的
質
®

は
不
變
で
な
い
。

H

ネ
ル
ギ
I

ざ
共
に
增
減
す
る
0 

:
H
.

ネ
ダ
デ
I
.
減
し
て
物
質
を
生
じ
"

*
め
®
減
し 

て

H

ネ

\

ギ
ー
が
生
す
る
。

H

ネ
ル
ゲ
I

を
减
ず
れ
ぱ
質
動
ぱ
減
す
る
0

振
子
虽
が
必
す
し
も
盤
數
で
な
く
多
少
の 

小

數
部
分
を
有
す
る
はH

ネ

V

ャ
I

の
放

射

，
R

依
.る
も
の
-
ざ
考
へ
ら
れ
る
：。
ラ
ボ
ユ
i

ム
：
>
,ト
タ
ク

ム

、

ァ

ク

チ

：
チ 

ユ
I

ム
.
が
崩
，壞
し
て
行
う
た
.最
後
の
も
の
は
普
通
の
©

ご
同1

:

の
化
學
的
性
質
を
持
：り
が
，原
ギ
*

は
：異
な
る
0 

.

相
異
な
る
照
乎
®

を
有
す
る
も
の
も
化
學
的
に
は
同
一
の
物
質
で
.あ
；̂
得
る
0

股
，子

量

は
必
す
し
も
物
®

を
明
か 

に
せ
ぬ
：。
同

一

の

原

子

番

號

を

有

ず

る

も

の

も

相

異

な

る

原

子

®

を
有
し
得
る
。
從
.で
：物
質
は
.「

し
か
じ
か
のH

ネ
，
 

グ
V

I
を
有
す
る
も
の」

或
：

^

 

r

し
か
じ
か
のI

f

氣

を

荷

ふ

も

の

」

、
に.解
す
る
が
可
で
.あ
•るI

水
に
姑
え
る
。

電
磁
的
質
量
は
速
：度
共
に
滑
大
す
る
。
物
廣
の
®

景
は
.速
度
に
依C

V

て
變
や
る
も
の
：

5,1

す
れ
ば
質
量
は
.縦
ぶ
横
：

ゆ1
1
$
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I

部1
1

ホ

卷

(

S

A

S「

眺
f

學
の
法
叫
.し
の
银
舉
佛
研
究 

.

M

M

 

S

 

ゾレに
於
'.て
差
：別

を

生

や

る

。
縱

廣

景

ど

横

質

#

ざ
が
考
.ベ
ら
れ
：るP
物
質
の
濱
量
ぱ
其
の
在
.る
場
所
、

狂
る
域
き
.場 

所
に
依
て
變
す
る
。
然
f
e
.ば
：物
質
は
質
量
に
I依
職
ず
る
ょ
，タ
も
寧
ろ
場
所
に
依
賴
ず
る
'。
，
.ン 

以

上

ょj
)

物

質

は
チ
ネV

ゲ
I

を
有
す
る
も
の
或
：は

s
f

氣
を
荷
ふ
も
の
ヤ
あ
る(

ニ
い
物
質
ご
は
失
々
の
場
所 

を
有
す
る
も
の
の
事
で
あ
る
Q

S

エ
ネ

ル
デ
f

を
有
す
る
も
の
電
氣
を
荷
.ふ
も
の
ね
時
間
ご
共
に
變
化
す
る
。
失
 々

の
場
所
は
時
間
ざ
共
に
®
化
す
る
物
質
の
場
.で

あ

る

す
れ
ば
、
物
質
の
揚
は
時
間
と
*

に
變
化
ず
るH

ネ
グ
ゲ
I
 

成
は
®

級
を
內
す
る
。
場
；
於
て
始
め
て
物
質
は
安
定
ざ
恒
常V

J

を
得
る
も
の
の
如
ぐ
財
ゆ
る
。『

擴
が
&

U
は
禅 

有
引
力
の
場
、
懷
氣
碰
力
の
場
、
エ
、？̂
ル
‘デ
I

を
有
ず
る
も
の
の
場
で
あ
'る
。『

購
が

み

を

る
も
，の」

物
質
で 

あ
る
0

1
2

 

3

 

4

 

5
-
6

 

7

 

S

 

9

を
®

數
ざ
言
ふ
。
$

數
ミ
は
外
的
直K

の
形
式
の
事
セ
あ
る
。S

進
法S

進
法
§

巡
法§

 

進
法
：

• ： 
•の
何
れ
を
探
る
場
合
に
も
先
づ
一
か
た
ま
り
の
；

「

位」

が
必
耍
で
あ
る
。.
翦
數
は
位
取
-

0

の
單
位
；どL 

て
の
數D

の
助
を
籍
づ
て
任
意
の
數
に
進
む
。
位
取
り
の
堪
位
し
て
の
數
0

を

時

問

0
」

呼
ぶ
。
時
叫
0

は
內 

的
直
觀
の
形
式
で
あ
る
"
. 

：

1
0

域
位l

o
a

堪

位

1
0
0
0
.

俄
位
.
：

：

の
敷
を
主
ビ
し
て
考
ふ
れ
ぱ
外
的
直
觀
の
形
式
某
数
は
.内
的
直
觀
め
形
式 

時
叩
に
依
て
，增
大
す
る
。
此
揚
☆

時
間
は
空H

の
上
位
に
置
如
れ
る
。
基
數
"
を
：主

ヒ

し

ャ

考
.へ

.
, 

:

:

,

 

3

 =

 -
^
=
.
.
1
^

: :
4
=

 

: 

:
.
5 

-

-

-

-

-

-で
あ
る
ご
す
れ
ぱ
此
場
合
時
間
は
空
間
の
中

に

取

入

れ

ら

れ

て

居

る

、

空

間

：は

時

®

の

上

位

に

置

か

れ

る

。

場

の

思

想

が

見

ら

れ

る

-

S

欽

，i

 

.2 

3

 

4

 

5

 

6
： 

7

 

S

 

9

を

.以

て
^

-
ク

ジ

ジ

ド

空

簡

を

表

は

す

も

の

す

れ
t

t

r

A

〕
l
o
i
^

位

1
0
0

 

®

位

5
0
0

單

位

:

.
:
の

數

は

I

般

に

非

ユ
|

ク
リ
"
，ト
-5̂
^
.問

を

表

は

す

(

8

:
y
パ

-
ポ

ル

^

:
〕
s
(

 =

 4̂
.

 =

 -
l̂
=

-
-X

4
=

-

-

-

)

か(=
=

:

:)
6
c
h

 

, 

. 

‘ 

)
7
(

 =

 

.

. 

. 

. 

)
8
(

 =

 

, . 

.

.)

じ
考
へ
ら
れ

た
跟
數
は
非
ュ
I

ク
ジ
"
ド
空
肋
を
表
は
す(

c

)

s

堪
位
の
數
に
對
す
るS

單

位

の

數

は

双

®

線
納

S

的

！
^
位

の

數
 

に
®

す
るS

盤
位
.の
數
は
糟
圓
飾
で
あ
る
€

考
へ
ら
れ
.る(

D )

甚
數
はS

,

單
位
め
敷
に
纖
し
て
は
糟
圓
的
で
あ
る
が 

a
!
,
.

 

0
,
2
, 

P
S
, 

£
-
, 

0,5, 

0

>
 

0
.
7
,

 

0..S, 

0
.
9

に
對
し
て
は
双
曲
線
的
で
あ
る
-

V」

考
へ
ら
れ
る
。1

般
に
非
ユ
？
ク
. 

ジ
ジ
ド
缕H

が
槽
圆
的
で
あ
る
か
双
此
線
的
で
あ
る
か
は
相
翻
的
で
あ
る
ミ
考
へ
ら
れ
る
。

:

£

ン
‘
コ
ス
ネ
，キ
I

は
物
理
的
世
界
の
腿
何
學
的
表
現
に
於
て
、H

T

次
元
世
界
の
中
に
空
間
®

H

次
元
ざ
時
叫
の
I
I 

次
元
と
を
數
へ
て
居
る
0

養1
1

の
三
次
元
に
時
問
のr

次
元
が
加
：へ
ら
れ
て
居
る
，(

石
原
滅
氏
著
相
對
性
原
理
、
第 

W

線

、、、-
ン
プ
ッ
ス
キ
|

§

次
元
世
界
の
双
：̂
線
的
性
質
。
に
依
，る)

。
對
'象
の
®

觀
.の
形
式
を
主
觀
的
な
る
時
問
ビ
對 

象
的
な
る
港【

問
ビ
に
求
む
る
は
認
識
が
主
觀
、、し
對
数
マ」

の
相
對
的
關
係
で
，あ
る
，に
依
る
。
對
象
の
直
觀
の
形
式
は
：對 

象
的
な
る
を
以
て
純
ビ
す
る
故
‘
.
相
.對
的
な
る1

1

ッ
の
直
®

の
形
式
を
純
化
す
れ
ぱ
、
主
撒
的
な
る
直
®

の
'ボ
式
：特 

問
は
對
象
的
な
る
照
®

の
形
式
港
間
の
中
に
収
入
れ
ら
れ
.る
"

物
理
.學
が
騎
象
的
一
に
純
化
せ
.ら
れ
て
行
ぐ
は
紙
愈
學 

が
ホ
觀
的
に
純
化
せ
ら
れ
て
行
く
の
ビ
共
に
、
典
本
來
に
從
ふ
も
の
ざ
者
へ
.

&
れ
る
。
對
象
的
に
*

化
せ
ら
れ
た
®
 

識
の
S

象

は

結

局「

職
が
り
を
#

す
る
，も
の」

に
：歸
着
す
る
：樣
じ
覓
え
る

(

出
隨巧

！！

デ
タ
ル
ト
方
法
省
察
原
理
プ
：
 

朝
水m

十
郞
氏
著
デ
力
て
ト
。
參i

o
。

 

,

ル
て
の
も
の
，は
原
^
^よ
シ
ボ
る
、

照
子
は
陽
航
ギ
ど
，電

子

，ど
よ
ぅ

•成
る
、
分
？

f

成
は
原
子
の
存
ぼ
は
プ
ラ
ク
ン
蓮 

動
其
他
に
依
て
驗
し
得
ら
れ
る

®

霉
子
の
荷

I
f

量

e
,
=

 4
.

タ74

 :K.1
0
1

 
一。#

織：

メ
 

0
^

の
質
量
：

B=
8.9:9 

X 

§i

.
‘ 
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I

I

，筋
二
十
# 

(

四
八
，5

「

S

S

の
法§

し
の
I

的
研
究 

筋

四

ぉ

セ

ニ

に
奸
算
せ
ら
れ
る
。
：
，
ボ

狹

等

め

狼

子

構

造

論

は

«

嘆i
j
f

る
。
然

ねW
子
其
者
が
何
で
あ
る
か
は
知
り
#
 

ぬ：
(

ィ〕
氣
を
荷
ふ
も
のH 

4

ルギ，
を
有
る
も
の
を
以
て
存

W

す
る
も
のV

J

な
す
は
,活

ら
3̂:1̂

/51。
0

あ
る 

も
の
を
以
て
箱
#
 (
^

§̂
g)

す
る
も
の

V
J

爲
す
見
解
にj

政
す
る
も
の
マJ

考
へ
、ら
れ
る
。

い
'わ
を
先
錄
に
可5

2

 

な

、ら
し
む
る
ぱ
時
間
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
物
質
は

時

間

に

依

て

可

能

：ご

'な
るO

S
I
:
)

常〕

氣
.を

荷

ふも
.
の
，
ユ
ネ
ル
ギ
I

を
ぜ 

す
る
の
を
以
て
可
能
的
な
る
も
の
；

y
j

す
れ
ば
"
.物
質
は
數0

及
び
空
間
な
る
某
數
、
.十

單

位

の

數

、
百

單

位
：：

の
及
、 

千
取
位
の
數
•
：
に
依
つ
て
货
现
せ
ら
れ
る
o (

ハ)

夫
々
の
遲
數
-

1

>

2

>

3

>

4

>
 

5

V 

6

 ̂

7

、
8

ナC
V

及 

び
狂
ま
の
數m

(
=
I
O
+
n
;̂

を
可
能
的
な
る
も
め
、
電
氣
を
荷
ふ
も
の
す
：
ネ
ル
ギ
I

を
有
ず
る
も
の
、
マ

J

す
i

^

H、 

前
紫
は
序
數0

及
び
某
數
空
間
に
依C

V

て
賞
现
せ
ら
れ
•

後
者
は
時
問
0
-及
び
十
軍
位
が
單
位
千
單
位
:

:

s

a
 

に
依
T

®
乱
せ
ら
れ
る
。m

(
H
l
c
H
n
)
：

は
其
に
直
接
相
應
す
る
基
數
をr

ル
出
し
得
ぬ
がj

般
で
あ
ね
足
つ
又
、

M
 

數
的
感
®

は
十
斯
位
A

照
位
千
®

位

.
：
：
の
.數
ほ
ご
の
感
性
を
有
せ
ぬ
も
の
ざ
す
れ
ば
，、
基
數
的
'ユ
ネ
ル
ギ
I

が

速
®

ボ

で

あ

る

越

会

に

位

，的
百
部
位
的
千

g
f

位
.
-

-
的
モ
ネ\

ギI
は
必
デ
し
も
離
續
體
で
あ
る
必
？
ょ

な
ぃ
’/

」

考

へ

ら

れ

る

：：
®

子

論

參

照

ぢ

ョ
リ一

般
的
な
‘る
，
間
を
背
景
ミ
す
る
0

此
宵
景
の
前
で
電
氣
を
荷
ふ
も
の>

;
ネ

グ
T

を
有
す
る
も
の
、

！

映 

に
1

的
な
る
も
の
"

は
' 

時
間
に
依
て
赞
現
ず
れ
る
。
斯
ぐ
？

る
時
；
s

s

f

は
字
2

體
の
物
賀 

の
多
少
に
该
るV

J

言

ふ

言

紫

を

ょ

ぐ

现

服

し

得

ろ

樣

に

見

え

る

(

ァ
ィ
シ
ス
タ
ィ
ン
ゆ
'字
宙
拂
造
論
參
昭

Q
O

め「

る

。

電

氣

を

荷

ふ

も

の

H

ネ

て

身
I

を

，有

す

る

も

の.V」

し

て

の

物
i

舉

の

認

識

の

，對

象,
^凡

て

目(

"

i

o 

+
 
a

l
じ

表

は

さ

れ

る
' (

但

し

は

：北5PC

任

意

の

數

で

あ

る

)

ど

す

れ

ぱ

、

ユ
ー

タ

ル

は

此

'
雨

ボ
R
‘對

しV

デ

ラ

ピ

ャ

鎮

字 

1
2

 

S

 

4

 

5

 

6

 

7

 

8

 

9 

0

に

现

は

さ

ね
'ば

な

ら

ぬ

樣

に

：

え

る
。r

 

口 

ti.

ン

プ

め

卵」

な

る

：數0

ご「

九

ッ

の

文

字」

 

ビ

じ

表

は

さ

れ

ね

ぱ

な

、ら

ぬ

樣

に

姑

え

る

。

F,. 

C
a
j
o
r
i
,

 

A

 

H
i
s
t
o
r
y
,

 

o
f

 

l
y
r
a
t
h
e
m
a
t
i
o
s
,

 

P-. 

1
8
邊

照

。
(
一
)

自
然
界
に
ぜ
す
る
も
の
は
凡
て
原
子
ょ
ら
成
る
、
原

子

は

陽

粒

子

，/

」

ょ
6

成
る
。0
ご
物
®
成
は
物 

理
學
の
認
識
の
®
象
は|

f

氣
を
荷
ふ
も
の
或
は
エ
ネ
ル
T

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
‘
◊(

三
}

氣̂
を
荷
ふ
も
の
エ
4 

ル
ギ
I
を
有
す
る
も
の
は「

擴
が
り
を
有
す
る
も
の」

で
あ
る
ャm

(
=
1
0
+
n
)

で
あ
る
、
„<擴
が
り
を
有
す
る
も
のJ 

は
典
自
の
中
に
時
間0

を
含
む
。X

&
)
®

數
及
び
十
單
位
百
單
位
千
單
位
：…

.
の
數
：は
外
的
直
觀
の
形
式
で
あ 

，
る
"(

五)

T

グ
ル
は
ア
ラ
ピ
ャ
數
字1
2

ひ4

 

5

 

6 

7 

8 

9 

0
に
現
は
さ
れ
る
。(

I
X

ニ)
s
r
:
(
®
K

五>

 

は 

物
理
現
象
を
能
ふ
る
服
◊
數
に
依
て
理
解
せ
ん
ご
す
る(

以

上

の

研

究

は

，

*
日
下
部
四
郞
大
氏
.著
®

理
學
饥
論

。
石 

原
純
成
の
能
著
誉
譜
論
ま
0
,ポ
T
ン
，
力
，レ
著
岡
谷
展
治
氏
譯
顿
近
の
思
：想
。
竹
内
時
‘̂
氏
，著

厳

子

論

。

助

川

已

之

七 

氏

著

原

子

桃

追

論

。

ヵ
ン
'
-
-
減

耗

理

牲

，，

批
制
.第
二
部
筋
r
f
i
f11

節
純
粹
理
性
の
‘あ
，ら
ゆ
る
綜
合
的
原
則
の
體
系
的 

表
現
0 

L
e
i
p
n
i
z
,

 

N
e
w

 

E
s
s
a
y
s

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

H
u
m
a
n

 

U
n
d
e
r
s
t
a
i
i
d
i
n
g
,

 

t
r
a
n
s
,

 

b
y

 

A
,
'

 

G
,

 

L
a
n
g
l
e
y
,

 

B
o
o
k

 

I
I
I

I
d
e
a
s
; 

X
X
I

 

O
f

 

P
o
w
e
r

 

a
n
d

 

F
r
e
e
d
o
m
,

 

L
e
i
p
n
i
z
.

 

s
s
c
o
u
r
s

 

o
n

 

M
e
t
h
a
o
l
:
i
y
s
!
c
s
.

 

c
o
r
r
e
s
D
o
n
d
s
c
e

 

w
i
t
h

 

A
r
r
a
u
l
d
*

 

I
V
I
o
n
a
d
o
l
o
g
y
,

 

t
r
a
n
s
.

 

b
y

 

G
e
o
.

 

R
.

 

M
o
n
t
g
o
m
e
r
y
.

特

に 

M
o
n
a
d
o
l
o
g
y
,

等

に

資

ふ)

。 

-
 

K
a
n
t

ビ 

C
r
i
t
i
q
u
e

 

o
f

 

P
a
r
e

 

R
e
a
s
o
n
)

 

t
r
a
n
s
.

 

b
y

 

M
,

 

M
&
I
e
r

 : 

S
e
c
o
n
d

 

D
i
v
i
s
i
o
n
,

 

T
r
a
n
s
c
s
d
e
n
t
a
l

 

D
i
a
l
e
c
t
i
c
,

 

w
o
o
k II, 

c
h
a
p
*

 

n
,

 

T
i
i
e

 

,
/
^
t
i
n
o
m
y

 

o
£

 

P
u
r
e

 

R
e
a
s
o
n
y
*

 s
e
c
t
i
o
n

 

2
, 

A
n
t
i
t
h
e
t
i
c

 

o
f P

u
r
e

 

R
e
a
s
o
n
,

F
i
r
s
t

 

G
o
n
S
i
c
t

 

o
i

 

i
r
a
n
s
c
e
n
d
e
n
t
a
l

 

I
d
e
a
s
,

 

p
p
.

玄
谷
M
l4

•ハ
.

银

二

十

卷(

四
八
H)

「

祐

料
觸
の
法
旧
し
の
哲
學
的
‘研
究

 

餓
四
號 

七
H 

:



■

银
ニ+
#
 

S

A

0
 

科
學
の
.法
即
し
の
霞
的
研
死
ン

 

^
0
0 

七

四

： 

宛

ま
0
:世
界
は
時
間
，的
に
始
め
を

.於
,
 ̂

o且
つ
，：又
ま
間
的
；

.に
，も
制
®

せ
ら
れ
て
®
る

反
定
立
"

世
界
は
時
間
的
に
始
め
を
有
せ
ぬ
。
父
空
間
的
じ
限
界
を
有
せ
ぬ
。
即
ち
將
間
的
に
も
空
間
的
に
も
共
に

無
限
で
あ
る
。

.

■

 

、

(

定
立>

2
1

然
數
の
系
列
は
ル
て
數0

の
自
發
自
展
で
あ
る
ミ
考
ベ
ら
.れ
る(

數
學
的
歸
納
：の
原
理
參
照)

。
然
ら
.ぱM

 

燃
界
に
蒋
す
る
も
の
は
凡
て
數0

の
子
孫
で
あ
る
。
此
揚
合
世
界
は
時
間
的
に
始
め
を
：持
も
の
ご
券
へ
ら
れ
る
。
 

數

Q

を
自
然
的
認
識
：の
主
觀
、(

0
)
1
2
:
8

 

4

 

5

 

:

:
 n

,
n

セi

 

の
策
列
を
自
然
的
認
識
の
對
象
、
旦
ウ
認
識 

ミ
は
主
觀
4

象
.タ
レ
の
相
#

的
劇
係
に
外
な
ら
ぬ
'ざ
す
れ
ぱ
-§

熟
®

1

"

-

^

じ
ぶ
：
シ
-

b

+

1

:

.

.

I

 

る
0

こ
♦
こ
，
n

、

け
.

，
は
凡
て
某
數
に
約
元
せ
ら
れ
得
る
故
0

線
S

,
謎
y

n

-

J

^

yめy

i

①
。此

揚

然

界
 

の
事
物
は
^
^
1旧
的
に
も
制
限
せ
ら
れ
て
居
る
。(
反
定
立)

任
意
の
敷
：

m

は(
1
0

十
n

H
表
は
‘さ
れ
得
る
。

m

T

 S +

 n
)

 

は
其
、，M

#
の
中
に
時
間
.
0 

W空
r
aな
る
某
數
マ
し
を
持
つ
。
從
て
自
然
界
め
事
物
は
時
.間
的
に
始
め
を
有
せ
ぬ
又
空 

間
的
に
限
界
を
有
せ
ぬ
J

般
.に♦

=
.
o
o

で
あ
る〕 

' 

ゾ
'

S
e
c
o
n
d

 

conflict., 

P
P 3

5

2リ
 

53. 

'

{我
立
。
世
に
•あ
る
凡
て
の
複
4

的
®

®

’は
單
純
な
る
部
分
よ
'シ
成
る
。
單
純
な
‘る
も
の
以
外
何
者
も
蒋
す
る
事
な
.し
。
 

或
は
單
純
な
る
も
の
よ
☆

柳
成
せ
ら
れ
ね
る
も
の
，以

.外
何
者
も
存
す
る
事
な
し
.し

.

-反
楚
立
。
世
に
あ
る
如
何
な
る
複
合
體
も
單
純
な
る
部
分
.よ

成

せ

、ら
れ
る
事
な
し
。
單

純

な

る

も

の

£

m
:ふ
が 

如
き
も
の
は
世
界
の
何
®

に

も

な
し
。
 

‘

立
-

〕

.：
定
立
は
•
.ラ
，-イ J

V-

ニ
 

ツ
ク
.の
餅
子
論
を
想
：起
.せ
し
.め
..る
 o.;;M;ontgc>3er3r 

Lerpi-ilN, b
f
s
o
o
c
M
s
e
.
,

 Ivroaacjoroslyv

(
r
)，

s
 

p, 

m
5
、i
*
河
野
'與】

氏
譯
.ラ
ィ
プ
ユ
"
ク
形
B

上
.學
序
說
、A
、
九
、十
、
其
他
◊ 

I
-
a
r
^
g
-
l
e
y

 ; 

X
-
e

ポ

I
S
T
c
w

 

E
s
s
a
y
s
*
,

 

^

所
。
參
照"

純
な
る
部
分
は

(

ニ
數1
に(

ニ)

夫
々
め
跟
數1
、
2
、
0
0
..
 

4

、
5
V 

6

、

8

、 

(

三
；.數S

に(M
0

任
意
の
數m c

 =

 s

 +

 n
)

に(

五)

其
他
に
考
へ
ら
れ
る
。

(

ィ)

自
然
得
の
事
物
は
凡
て

1
2

W 4

か
：

：
？
 

n

 +
1

.

.

.V

の
系
列
に
表
は
さ
れ
且
つ
：
：
：
n

、
+ 

:
:
:
ぱ

凡

て

數
1

にM

元
せ
ら
れ
得
る
も

のV
J

す
れ
ば
、
世
に
あ
る
凡
て
の
複
合
的
®

體
は
單
純
な
る
部
分
よ
ら
成
'る
.。(

^

^
自
然
©

事
物
は
特
に
數
s
 

r
丧 

は
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
然
る
に

1
?
9

十I
h
s

 

+ 2 =

 7

 +

 3

 

:
.

=
1
x
0
+

 

1

6從
t

十

域

位

の

數

S

始
め
に
ゐ
る
. 

救g

も
：單
純
な
る部

分
よ
....

成
る
。〈

ノ )

自
然
界
の
事
物
は
任
意
の
數m

e
n

 

S
 4-

n
y

に
羡
は
さ
れ
且
つ
m

は
凡
て 

族
數
に
約
元
せ
ら
れ
る
も
の
ざ
す
れ
ぱ 
> 

世
に
.あ
る
ル
て
の
#

合
的
賞
體
：̂
想
嫩
な
る
部
分
よ
6

成
る
W

単
純
な
る 

も
の
？̂
外
何
者
も
存
す
る
事
な
し
。(

一！)

其
他
ぱ
他
の
機
會
に
譲
％
 

(

反楚ま
ズり

H

"

:
 

. 

. 

H

d

.

M

U

s
o 

i 

g
 
1 

0
.
8

 

I

:
 

:

i
 

£
 
1 

§

 

I

V

) 

2
=

1
.

十 r
=

-
i

n
_

^
=

:
.

 

=

S
I
:
. 

I
d
^
l
d
^
l
.
I 

O-i 

o
b
i

 

>
 

^
 

w
 

■

1

C
 

I

o 

o
.
^
-
-
y 

• 

. 

, 

3 

ゾ 

4
、
5

、
6

\ 
マ
、
8
:
:
> 

9
.

に
就
て
も
同
じ
。
故 

C
.
9

 

P
8 

p

r
 P

o
l

 

.

に
世
に
あ
る
如
何
な
る
複
合
體
も
單
純
な
る
部
分
よ

む
柳
成
せ
ら
れ
る
事
な
し
。
‘ ： (

)

數S

及
び
數
B

:=
l
o
i
n
)

 

よ
其
自
身
の
中
に
時
問
0

ビ
空
間
.
^
る
基
數
ご
を
4
Mむ
。
從
て
世
に
あ
る
‘如

何

な

ん

複

合

®

も
取

純

な

る

部

分 

構
成
せ
ら
れ
る
事
な
し
。
軍
純
な
る
も
の
言
ふ
が
如
き
も
の
は

®

界
の
；何

處

に

も

な

し
。

.

單
キ
は
取
純
な
る
賞
體
で
あ
る
S
共
R
雄
雜
な
實
體
ぜ
あ
る
。
單
字

1
單̂

純

，な

る

部

分

で

あ

る

ど

共

に

.其
自
身
：
 

j

個
の
ル
字
併
で
あ
る
。8

:
4
:

 

T

S
 :1

6

 :
2
0

な
る
比
例
式
に
於
て
、
數
ね
、
4
S 

5
、g

,、
§

を

失

々

単
 

菊

宇

卷(

四

八

.

「

繁
親
學
ゆ
法
則」

の
货
學
的
研
货 

.银
S

ま



塑
一

十

翁

S

八
六)

「

社
會
料
學
の
法
旧
し
の
翁
學
的
研
究

 

⑩

四

號

お

、

.

子
.
で
あ
る
ビ
す
れ
ば
"

取

子
4

は(

A )

 

4
=

1

十1 +

 1
+
1

ね

2

ふ2

 =

 3

 +
1
=

1
,5
十

2
:
5

 =

 3
.
5

ナ
5
"

2
.3
+ j

.
7
"

 

’
 -

.

.

.
‘

(

b

h

a
ニ
か 

4け1
2
,
4
〉
1
2
.

社
會
科
學
の
法
則
參
照
：V
C
、ノ
 

4
:
h
4
-
=
a
=
‘，

: 

.

.

h

u

^

h

^

h
 

.

. 

: 

(
 

0
.
4

 

I 

.

.

1
 

0
.
8 

0
.
4

 

0
.
0
4

 

: 

ド
.

.

3 

§
 

P
I

3

~

•

:

:
其
他
の
諸
#

:

即
ち
諸
.単
子
に
.就
て
も
同
じ
。
静
か
に
波
め
昔
に

を
せ
ぱ
大
；
隙
な
宇
审
の
響
ビ
共
に

j

滴

r

滴
の
水
ル
：官

が

き

，か
.れ
る
。

あ
る
も
の
：は
，

て
，！ 

®
完

全

、；
^
る 

全
ニ
體
で
あ
る
"

又一

ウ
テ
つ
のs

e
n
s
i
b
l
e

な
る
.も
の
の
集
ま
け
で
あ
る
.
/
あ
る
も
の
は
凡
て
あ
る
可
き
十
分
な

.
る
理
挂
あ
つ
て
蒋
在
す
る
。

〕
n
s
e
l
l
e

な
水
の
一
滴！

滴
に
も
.溫
た
か
い
同
情
ざ
限
.
^な
い
愛
ビ
が
藏
ウ
て
努
る
。
 

1.

滴
！滴
は
一
個

T

個
め
宇
®

で
あ
る

) 

,

T
h
i
r
d

 

conflict., 

p
p
.

 

362
, 63

.

定
立
自
か
法
に
一
政
す
る
因
®

性
は
世
界
の
凡
て
の
瑪
象
が
其
か
ら
演
織
せ
ら
れ
る
唯j

の
因
果
性
で
な
い
。
，
世

界
の
凡
て
の
現
象
V
J説
明
す
る
.爲
に
は
今
，一
つ
の
因
果
牲
即
ち
自
由
0

因
黎
性
を
認
め
る
必
要
が
1あ
る
0

K

定
立
自
由
ざ
言
ふ
が
*
^き
も
の
は
な
し
。世
に
あ
る
凡
て
，.

の
：：

事
物
，は
全
然
自
然
の
法
則

に

從

て

起

伏

す

る

‘の
み
。

(

反
宠
立)

甚
數V

J

す

照

位
©

激W

は
相
似
で
あ
る
0

十
單
位
の
數
ご
百
取
位
の
數V；

も
相
似
で
あ
る
。以
下
同
じ
。

t

u

は
內
的
商
觀
の
形
式
で
あ
.る
。
常
にm

ジ
大
な
る
位
取
.

0
の
數
：を
敢
て
某
數
的
：に
理
解
せ
ん
ご
す
る
揚
合
、

自
山
は

な
い
。(

定
立)

甚
數
は
位
取

れ
の
單
位
ご
し
て
&

數
0

の
助
を
籍
つ
てS

以
上
の
任
意
の
^

に
進
む
時
進
む
。

 ̂

s
 

+ 

n
.

)

は

其

自

身

の

⑥
何
0V」

i

八

rj

間
な
る
®
數V

J

を
合
む
。
數

S

は
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
eに

！！

識
ず
る
、

货

0

S

独

に

，
從

ふ

。
n

が

免

何

な

る

空

間

に

現

ほ

さ

れ

る

か

は

随

意

で

あ

る

。

m
.
を

如

可

な
‘る

堪
S

的

救)

、

る
か
も
 

随

意

で

あ

る

。
部

分

は

全

體

ょ
.

0
.

も

小

で

も

る

。

等

し

い

。

大で
あ
，る
0
: 

: 

"

Î
ourtll conflict.,

りf>- 
乂
7
0で 7X. 

♦

定PI
O

絕
對
必
然
的
な
る
神
は

‘
®

に
み
づ
て
存

4
&

す
。
碑
は
世
界
の
部
分
ざ
し
て
或
は
原
因
し
て
存
在
す
。

'

反
定
立
。世
に
絕
對
必
然
的
な
る
軸

l
r
£

ふ
が
如
き
も
の
は
存
せ
ず
。
世
界
の
：內
世
界
の
外
"

何
れ
に
も
存
せ
ず
。

世
界
の
旅
因W

じ
て
の
神
は
存
せ
す
。

：

(

定
立)

1
2

 

3
.
4

 

5

 

6

 

7

 

3

 

9

は
基
數
で
あ
る
Q

基
數
は
時
間
0

の
助
を
籍
つ
てS

以
上
の
任
意
の
數
に
進
む
。 

某
赦
は
す
單
位
の
數1

:
0
, 

2
0
,

 

3
0
,

 

4

P 

5
0
、6

0
,

 

7
0
, 

8
0
, 

0

0

:

ざ
相
似
で
あ
る
。
某
數Q

始
め
に
置
か
れ
た
時
間
0
. 

を
序
數
0

或
はS

ざ
呼
べ
ば
"

S

ぱ
絕
對
必
然
的
な
.
る
存
在f

あ
る
。
又
自
然
數
の
系
列
卯
ち
世
界
の
"
部
分
マ
し
し 

.
て
或
ぱ
原
因
ご
じ
て
存
在
す
る
。(

反
足
立
數

S

は
數
1

マ

」

相
似
で
あ
る
が
又
數
1

.に
は
約
元
せ
ら
れ
得
ぬ
成
る
者 

を
持
つ
？
教

S

は
某
數
の
中
に
存
せ
ず
又
外
R

も
存
せ
ぬ
"

數

S

に
含
ま
れ
る0

は
時
間
0

で
あ
づ
て
序
數
Q

で
な 

い
。
我
々
は

1

般
に
數
m

卯

ち

(
1
0

+

n)

を
問
®

ビ
す
る
も
の
故
、
世
に
絕
對
，必
然
的
，な
る
W

(

序
數o

)
i
c

ふ
が 

如
S

も
の
ぱ
存
せ
ぬ
。
a

j

o

.の
値
は一

般

に
a
.
の
大
小
に
拘
ら
すS

で
あ
る
。

o
U

め
値
は
一
般
に
a

の
为
小
に 

拘
ら
ず
。
で
あ
る
。

，

ill 

一
. 

' 

,' 

•

經
濟
人
が
假
足
せ
A

"
 

I

聽
爭
が
完
全
に
‘行
は
れ
る
經
濟
社
會
に
，於

て

は

M

物

1

偵
の
法
則
が
成
-
^立
つ
。 

1

梵
時I

足
®

に
於
て
はi

物
に
就
て
！價
で
あ
る
。
慣
格
は
霜
要

V

供
給
？
に
依
て
定
ま
る
"
今
需
要
の
侧
を
姥 

e

等
閑
に
す
る
0
.然
ら
ぱ
生
廣
考
の
立
場
か
ら
、
價
格
は
：M

a
r

仏n
a
l
s
u
p
p
l
y

 

p
r
i
c
e

 

:

成

は

M
a
r
g
i
s
r

 

c
o
s
t

 

o
f

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

に
依
て
足
ま
る
も
®

ざ
考
；7

れ
る
0 

R

#
以
上
に
あ
る
企
業
家
じ
は
條
分
な
.刺
測
が
齋
ら
さ
れ
る
。 

S
1
,十
愈
‘ 
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八
4

「
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學
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m

俄il

ヤ
條
.

s

八 <
)

.

.

「

社

暮

舉

の

し9
.

s

i?研
究 

0
0
0 

.

お
八

然

し

此

事

は

直

接®
格
に
：影
響
せ
ぬ
も
.の
ビ
考
へ
ら
れ.る
。
S
格

ぱ
限
界

的

企

業

ゆ

暇

雜

的

生

：廣

毅

R
依
て
まi

る 

も
；
 ̂ざ
推
定
せ
ら
れ
る 

c
c
h
a
p
n
l

 

Outlines 

o
f 

POHtical E
c
o
n
o
m
y
,
^
h
a
p
,

 

X
V
,

 

T
h
e

 

L
s
g
v

 FerJod and 

s
u
p
p
f
p
r
i
c
e
)。

中
心
s

、半
®
 

p
な
る
圓
を
摘
ぐ(

第
：！r
圓y

 

w
周
上
の
任
意
：の
，

一 ,

點
を
，D

に
取
れ
ば
、 

D

は
價
格
P

な
る
場
合
に
於
て
供
絵

S

ミ
約
合
を
保
つ
雷
要
の
點
で
あ
る
。
供
給
を
陽 

航
子
、
撒
耍
を
陰
電
子
に
考
ふ
れ
ぱ
、
中
心
S

は
供
給
の
陽
粒
子
、
圓
周
上
の
任
意
の！ 

點
わ
；は
窗
要
0

陰
！̂
ギ
、.陰
藤
氣
は
ぉ
な
る
债
格
に
於
て
約
合
を
保
つ
9

水
素
原
子 

模
型
に
よ
る
0

供
給
及
び
雪
.要
が
，變
化
レ
た
場
合
を
象
べ

.
'る
。(

A
 X

ィ)

S
 

S

に
 

變
れ
ぱ

(
第
二
，圖)

を
ご
の

.称

合

ぱ

崩

れ

る。‘ s
i
 C/?

を
結
ぶ
直
線 

力

®

交は
.
る
點
を

A
、

A
 
o 
s
.
.を
.通

：：.ね
 

線
が
圓
周
交

'は
を
點

-を
B

、5
q
。

： 

. 

:
 
J 

§

>§

ビ
す
れ
ば
、角

M

D
 

Nは

直
角
で
あ
る

(

サ
ッ
ヶ

I

ジ
の
直
角 

の
假
設：)。

(

U )

s

ぱ
事
實
上

S
1に

移

動

し

た

に

拘

、ら
す
,
敢

て

移

動 

せ
ざ
る
も
の
の
如
ぐ
考
へ
、
S
1を
B

に
結
び
*

^

の
延
提
が
D

よ 

に
下
せ
る
垂
服//J

交
.は
る
點
を
W

ビ
す
れ
ぱm

5
n
、
=

 iv1

ひN

 +

 N

ひN
、

に
ゆ+

N
ゆN

、 .
(

第一
j

圆
ま
照)

.•, M
.
d
N
、>

 

ロ 

0サ

プ

ケ

I

タ

の

鋪

の

假

貴

)

。

(

i

&

を

通

り

^

に

な

•
る

直

線

が

圓

廣

i

父

は

る

黏

を

W

 
D

よ

々

の

避

に
垂
直
に
、引
か
れ
た
直 

D
よ

ク

A 
,
旧
に
下
せ
る
垂
，
を

線
が
^

ぐ
し
交
は
る
9

を
が
ビ
す
.れ
ぱ
.M

d
:
N
、、 =
I
v
r
5
1
'
^
-
N
、、 5

^
‘，

ウ
馆
ニ
岡
麥
照
，

)
.
.
.
ivi

び
，

(

ナ
ダ
ケ
I

サ 

の
鋭
角
の
假
設)

◊〈

 

ニ
 

)

供
給
の
點
S

は
需
要
の
點
の
軌
：跡
の
外
に
出
る
^
^は
な
い
も
の
’/

」

推

宠

せ

ら

れ

て

屑

る
0 

(

B

0

®要

の

侧

の

變

化

に

は
D

が
M

の
中
に
あ
る
場
合W

外
に
あ
る
場
合
ざ
の1

1

つ
が
あ
る
；

(

ィ)

D

が
圓
の
外
に
あ

る
場
合
卯
ち
に
敬
化
す
る
場
合(

第111

鬪y

即

ち

S
B
i
>

 S
D

な
る
場
会
.
 

^

^

M

^

^

N
は
鋭
^
^
.で
あ
る
。(

作
圃
參
照
：

)

す
"
ヶ
I

り
の
鋭
？̂

の
假
設
。 

(

こ
D

が
圓
の
中
に
あ
る
場
合
即
ちS

0
2
<
S

り
な
る
場
合
M

M

d

'

Nは 

鋪
^
^で
あ
.る(

作
圆
參
照)

サ
.
ッ
ヶ
|

リ

の

赞

，の
服
設
，。(

A

T
 (

B

.

)

に 

於

て

"

社

會

科

學

の
法
則
の
適
用
せ
ら
れ

i

徹
城
が
見
出
さ
れ
得
る
。

消
®

者
は
如
何
な
：る
欲
望
を
も
抱
さ
得
る
。
消
®
者
の
立
場
か
ら
欲
望 

は
無
眼
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
.て
居
：ッ0
。
但
し
欲
，望

滿

足

に

役

*

つ
財
货
は 

有
吸
放
事
®

上
滿
足
せ
ら
れ
る
欲
望
は
有
服
で
あ
る
0

消

費

者
の
欲
.望
は 

無
限
で
あ
る
述
續
し
居
る
、
但
し
生
.産
に
，相

對

し

て

考

へ

ら

れ

る

場

合

"

欲

望

は

有

限

で

あ

る

斷

續

し

で

居

る

。

ヴ
欲
紫
は
自
身
ま
た
有
限
で
あ
り
斷
纖
的
で
お
る
。
現
賞
市
.場
：に
揚
供
：せ
ら

れ

る

財

货

1

股
に
有
限
旦
つ
斷
綴
阶 

で
.あ
る
。
同

I

撒
類
の
財
賀
も
連
纖
せ
す
斷
續
的
で
あ
る
。

1

等
品1

1

響
品T

H

等
品
：：
 

' 
;
:
の
鍋
絲
が
あ
る
我

 々

の
欲
望
は1

等
品
ご
二
等
品
、
二
等
品
ざ
！

1
1

等
品
：
：
：
の
間
®

鍋
絲
を
要
求
す
る
。.
霞
®

め
體
系
或
は
具
®

的
欲 

望
；

を
-？ -

全
に
'滿
足
せ
し
む
る
が
如
き
商
品
は
現
實
市
場
に
存
せ
^
ゆ
。：.欲
望
’を
十
全
に
滿
：足
赞
む
る
が
如
さ
商
品
を 

見
出
し
得
る
は
特
別
例
外
の
場
合
に
：限
る
。
然
る
に
我
々
の
特0

ぜ
覺
觸
廣
臭
覺
i

ぱ
事
實
上
：鋪
ゆ
る
"
述
續
じ
て 

银1
1

十

き

S

A

^

「

社
會
科
擧
の
法
糾
し
の
霞
的
研
究
：

 

0

M

.

0
 

セ
九

I
t

i



,
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第
四
ぉ
 

八
0

居
を
無
限
で
あ
る
ビ
見
え
一
父
券
：へ
ら
れ
て
居
る
欲
望
も
賞
は
有
^
^
:
:つ
：斷
續
的
で
や
え
：々

：

我

々

の

感

覺

は

機

械

的

サ 

:

品
：

i

機
械
化
さ
れ
て
滿
足
す
る
。
更
：に
我
.々
の
感
覺
感
情
は
機
械
的
：に
生
産
せ
ら
れ
た
具
體
的

商

品

の

g

は
ひ

を

，

見 

出
し
得
ぬ
程
鋪
で
あ
：る
。
機
械
的
ホ
あ
り
®
襲

的

で

あ

る

。
機
械
製
商
品
は
：欲
：望

’を
十
全
：に.满

足

せ

し

め

ぬ

。
，
欲
望 

或

は

感

覺

感

情

は

機

械

的

生

産

：：せ

ら

れ

た

具
體
的
商
品
の
便
値
を
十
分
，に

.，味

ひ

得ぼ6 

V

® 

言
は
れ
得
る
。
供
給
ビl

i

要
機g

®

商
品
ど
其
を
咏
ぱ
ふ
感
覺
感
情
は
二
見
し
た
所
ば
敎
ベ
て
著
し
く
斷
«
的

で

あ

 

る
。
‘有
限
で
あ
-
機̂
械
的
で
あ
る
Q Marshall, 

Pfindples 

pf Economics, 

B
o
o
k

 

III. 

o
n wants' and 'their 

Satisfaction; 

C
h
a
p
m
a
n
,

 

outHnes,, 

Chap. 
III. 

W
a
n
t
s

 

§d {
d
e
m
a
n
d
.

及
び
特
に
マ
ッ
ク
ス
、
プ
ラ
ン
ク
の
量
子 

論
參
照
。

，

真
體
的
な
る
欲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
爲(

ィ
し
消
®

者
白
身
が
生
産
す
：る
。
此
場
合
消
費
者
の
意
志
感
常
時
恶g

.

.

.
，は

ル
て
生
邀
物
に
具
體
化
さ
れ

.る
、
具
體
化
さ
る
も
の
ざ
想
像
せ
ら
れ
る
。
使
用
に
當
ク
て
は
，.
感
許
の

み
な
ら
す
S

志

他

緒

威

覺
.
.
.
の
移
入
が
あ
る
。
消
費
す
る
も
のV

J

消
費
せ
ら
れ
る
も
の
，.

V
J

の
間
に
人
格
のI

政

か
あ
る
。

(
J
1

¥

世
的
近
世
的
注
文
生
産
.を
行
ふ
0

此

壤

合

消

®

者

の

意

志

感

情

情

緒

威

廣

：

，
：

は

一,

部
分
生
廣 

物
に
體
現
せ
ら
れ
る
。(

\ )

機
械
製
商
品
を
能
ふ

る

限
-

C
S
®

術
化
す
。(

i
c
消
幾
者
が
機
戚
製
商
品
の
中
k

飛
び
込 

む
0 (

)

機
械
製
商
品
の
中
に
廣
體
化
さ
れ
て
居
る
勢
働
者ih;

章

者
の
斷
片
的
人
格
社
.會
的
人
格
及
び
人
滅
の
歷
此 

を

锻

見

する
。(

ィ)
(

ロ X

ハX

テ)(

ホ)

に

就
て
は
旣
に多
ぐ

の

價

値

あ

る

努

力

が

®
さ
れ
：て

ゐ

る》

(
<
)

素
朴
的
に
消
®
者
自
身
が
後
.渡する、或は：

消赞
ぐ

J

の
閲
係
が
®
足
的
で
あ
る
、

場
合
、
同
じ
も
の 

に
傘
ル
さ
も
の
は
.
等̂
じ
，。
；

(

B )

分
粟
生
廣
機
械
生
齋
斷ii；

一
入
格
®
:

生
：；

う，

生
齋
ー
：ご

清

敦̂<
^
0賺
银
が
流
動
し
：て

資

，

る
，

T

股

；̂
商
品

’に
，
體

瑰

せ

ら

れ

す

ル

か

断
f
i
r
.

人

格

が
"t 

.

w
め

い

て

屑

，る

，

場

合

、
-同

じ

もo'.

に
等じ

'.mir

も

；の

ぱ.^15:

し

か

ら

#

。

、

部

分

は
全g

ょ
ら
小

。
：
等

し

デ

大
♦
あ
：.る
。
第
四

圓

は

斷

續

せ

る
#

要 

-

雷

要

と

供

給’じ
め.脚
係
、

供
給
相
互
の
，關
係

0

想
徽
鬪
，で
あ
る

消
費
者
が
成
る
®

の
欲
望
を
持
つV

馬
る
？
茶
を
欲
望
ず
る
。(

一
) 

.
は
本
茶
を
.欲
望
ず
る
*

京
都
産
，靜

岡

産

：
：
：

欲

ま

す

る

、

M

M

 

露

煎

茶

：

：.
を
欲
望
す
る

0 (

ニ)

ズ
ラ
ッ
ク
チ
コ
コ
ア
、
ツ

I

 

ダ

水

，
：V
,を
代
用
ず
る6
,

(

-ニ
さ
構
々
：な
酒
#

®

の
：赠
草
を
お
用
す
'
る
。
 

日
本
茶
の
欲
望
に
於
て
京
都
廣
を
採
る
か
靜
闕
命
を
採
る
.

碼

あ

露

0
何

れ

を

採
る

か

は

自

由

ヤ
あ

る

o

‘
 

是
を
欲
望
め
自
由
度
ビ
言
，ふ
。
日
本
茶
の
代
り
に
ズ
ラ
ッ
ク
チ
I

、

„

.ア
、
ソ
f

ダ
水
、.
.得
煙
草
を
ほ
.用
す
る
- 

是
を
欲
望
の
化
巷
性
ビ
言
ふ
。
茶
の
欲
望
は
種
.々

な
.を
自
由
度
e

代
#

徵
ざ
を
持
/

CVO::, -

.

(
1
.
)

或
®

の
欲
望
腐
足
に
役
き
供
給
の
源
，！
 j

ツ
以
上
ぁ
.

=
v

ハ
ニ)

其
欲
敦
觸
足 

の
爲
に
支
挑
は
れ
る
货
情
の
：.額S

 T

定

ヤあ
：：

る
。
：
る
す
れ
ば
需
要
ざ
供
給
す
の
刷 

係

は

圓

に

現

は

し

得

ぬ

。
圓
周
は
，茶

む

。
槽
圓
ビ
は
，ニ
定
職
：
へ
の
距
離
の
和
が

y

 

足
な
る
黑
の

®

跡
で
あ
る

0
、第
五
職
；̂
域

て

F
D

 +

 

==- 

{
|
:
£
)

0
, 

Fビm
, 

ざ
；を
域
R

代
替
し
得
る
ニ

ツ
の
：財
の
供
給
0
.點
>

す
れ
代
替
性
を
有
す
る
恥
に
#

ず
る
霞
耍
供
籍
傲
格
の
刷
係
は
：槽
圓i

i

現g

ま

十

卷

(

，s
.九

ニ

「

脆
#
科
s

i

j

-のS

的
：研
究 

激

四

轉
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V

 

: 

，
银H

號
：

八1:1
,

一
え
れ
る
：
現
賞
市
場
に
存
ず
を
財
货
は
殆
ゆ
侧
外
な

<

お
な
る
自
ゅ
度W

代 

替
性
を
を
持
つ
0 

‘現
實
市
場
.に
.存
す
る
財
れ
需
要
供
給
償
格
ゆ
圓
係
は
圓
で
な 

.

ぐ
稽
圓
に
现
は
さ
れ
る
◊

第4

ハ
岡
.參
照
。
威
一
部
分
の
，研
虎
は
原
子
拂
造
論
に
ぶ

t

绝
七
S

の
*
^さ
双
曲
線
に
於
て(

！
)

箱
點
F

を
碑
り
仏
に
垂
遺
な
る
直
線
を 

^
 

\

 

\

 

，
ニj

Z
引
き
双
曲
線
ビ
交
は
ろ
.黯
：を
？̂
ン
'
ょ
-

ー̂
雄
へ
遍
#

ツ
ー
を
下
せ
ぱ
ほ
ど
=

ゆ
ウ
ニ
！

、
<》
'双
曲
線
：の
®

s
,
7

を
を
ビ
の
問
に
ぁ
る
双
曲
線
上
任
意
のf

 

a

Q

を
叹
れ
ぱ 

1

般
に 

F

O

N

V
 

^
 

o 
何

者

ぱ： F
o
i
N
>

?

 F
O
.
N

 =
=
2
&
, 

S

3

N

V

2

デ
 

<
5

は 

d

點
オ
ビ
N

ぶ
を
結
ぶ
直
線
が
双
：̂
線
ど
あ
は
る
點
ぃ
4

ほ
P

ぐ
&

ど
め
間
じ
.ぁ

る

双

曲

線

上

の

d

は<
5

ど
A
 

の
問
に
ぁ
る
双g

棘
上
の
點
で
ぁ
る
。(

三)

？
A

以
外
の
双
曲
線
上
の
任
意
d
 

j

點
を
跋
に
取
れ
ばf

&
n̂
a

 &

 

, 

鍵

F
O
N

を
敢
て
直
弁
鋭
に
見
ん
ミ
す
れ
K
 

(

サ
ッ
ケ
t

タ
の
直
狗
鋭
お
#

,

^
の
假
設
參
照)

座
機
の
原
點 

0

は

焦

ざ
共

に

だ

の

，
方

向

に

.移
動
せ
し
め
ら
れ
ね&

な
ら
ぬ
。
此
場
合
原i

i

ば
自
己
の
座
標
軸
の
上
を
移
動
ホ 

る
。C

ィ)

M
軸
上
"
ニ
點
0
,、
F
1を
収
-
^
,
P
F
ン.

O
F
,
F
0

ン=

〒

な
ら
し
め
て

*
原
點
煤
點
を
d
s 

F
1
に
够
せ
ぱ 

(

作
圓
參
照)

部
分
は
全
體
に
等
し
0 O

F
V
n
o
F

 

f=r

は§

の
部
分
で
ぁ
る
0

,直
仰
の
假
設
。F

吵N

 

シT

ビ
は
兆 

に
直
角
> 
且
つ
p
'
a
j
q
.
^
^

配
敷
の
中
心
で
め
る
。(

.ロ)

^
軸
ご
、
ニ
®
ひ

ぶ

を

取

-
 ̂pf

2

 =

 o
f
,

 

F
3
0
1
N
A
R

 

な

、ら

し

め

て

、

旅

點

焦

點

を
.

<
5
、

に
夥
せ
ぱ
.、
作
圓
參
照)

‘部
分

：：

5

全
體
ょ
々
も
.小
で
も
る
0 O

F
2
<
e
F
。

鋭
；

2 ：

の 

假

鼓

何

者

は

此

揚

合

、
配
最
の
ホ
心
？
は
0
定
せ
ゃ
> 

に
移
動
す
..る
が
故
.で
も
る
ナI,

ぐ

：

S
T
、\\:ps0x:Nr

ォ、
は
.典

.

.錢

狗*

,|R
t
はE
景
0)
ホ
心
t

鋭
贷
.，F
梦N

を
.敢
，て
直.
^
^
.
鋪
.狗
.
^越
.ん
，、Jす
れ
ぱ.
.、
.座
. 

標
の
.照
點0

は
籍
點F V

非
に
.

<

 

の
方
向
に
移
，
動
せ
し
め 

ら

れ

ね

ば

な.ら
ぬ
.，。.此
揚
合
原S

は
自
己
の
座
標
軸
の
上 

を
移
動
す
，る
力

(

ィ)

M

軸
上
'
^

H

 K
C
5
、
P
?

を
取
-
^

P
F
;
}
=

 

O
F
, 

F
3
&
:
n
=
&

な
ら
し
め
て
原
點
焦
點
を
ふ
，f： ?
に
够
’ 

せ
.ば
、
部
分
は
全
體
に
等
し
。O

F
n
o
e
,

か

は

の

部 

分
ヤ
あ
り
旦
つ0

は
：，F

に
®

な
る
。直
の
假
設
。

P

み

プ、レ； F
&
N

ど
は
共
に
直
免
で
あ
-
^、
P

V

R
ビ
は
酣
景
の 

中
心
，で

あ

る

。

(

，ロ

ね

軸

上

、
ニ
點
a

、

P
F
4
H
0
F
,
;

 

P
V
&
N
V

^

な
ら
し
め
て
原
點
焦
點
を<

5
、 

P： T

に
穆
せ
ぱ
、部
分
は
全
體
ょ
☆

も
大
で
あ
る
。

o
f
v
o
F
。

0

は3

の
商
分
で
あ
ゎ
足
ウ
r

は
F

デ

fy

いプレの
問
R

あ
る

,

A
 

%

軸
上
の
點
：で
あ
る
。
純
角
の
假
聽
。
此
場
合
0

ざ
^

ご 

. 

は
，'配
暴
の
中
心
で
あ
る
‘
"

.

2
 )

‘激
點
を
自
己
の
，座

標

軸

の

上

に

祐

動

せ

し

む

る

事

(

5

双
曲
線
上
に
配
#

の
：中4

を
求
む
る
事(

三X
I
)

 

(

ニ )

ょ
カ
サ
ッ
ケ
|

タ
の
直
^
^鋭
狗
純
れ
の
假
設
を
滿
足
せ
し
む
る
が
如
き
作
圓
を
作
：る
事(

1
1
:
}

1

般
に
サ
タ

ヶI 

m
i

s

 

(gl

九
I

s「

跑
會
料
學
の
法
が
の
哲
攀
的
研
究 

饼
四
號 

A
H

B

I



银
叫
爐 

八
四
，

所
、
は
：純S

數
學
上
物

饿

，

(

四
九I

D
,

「

社
食
料
學
の
法
卯
し
の
货
學
的
賊
梵

リ
の
直
釣
鋭
⑩S

か
め
假
設
を
射
影
鶴
何
學
の
助
を
癖
つV

解
析
满
何
學
0
ゆ

に

取

入

れ

：

®

學
上
經
®

上
興
味
が
多
い
？

：
，：

，

四 

バ 

.

前

提
 

人

は

死

す 

前

撒

A
は

人

な

ぅ

故
に
A

は
死
す

人

は

死

す

死

せ

ず

A

は
人
な
り 

, 

故
に
A

は
死
す
死
せ
す

人
は
死
せ
ざ
る
が
一
般
で
あ
.

C
S

死
す
る
は
#
別
例
外
の
場
合
に
限
る 

A 

は
人
で
あ
る 

B

、
<
<は
徘
別
；；̂
>る
人
で
あ
る
：

故
に
A

は
死
ず

「

人
は
死
す

」

ビ

ふ

命

題

は

「

人」

ビ「

死」

，す
の
お

對

的

闕

係

を

現

は

す

知
！
！

で

あ

.る

0
:

現
代
の
生

物

，

學
は
生

死

の

 

本
廣
限
界
を
明
か
に
す
る
に
不
十
分
で
あ
る
ビ
推
定
せ
ら
れ
る
0

赃
會
識
科
學
> 
哲

學

も

同

じ

。

從
て

「

人
は
：死

す’ 

は
唯
形
式
的
に
妥
當
な
知
識
で
あ
る
。
凡
て

の
科
學
は
生
死
を
解
決
し
得
ぬ
故r
人
は
-死

す死
せ

す

&

r

人
よ
’
死

す』

.對

し

て

、

ヨ

リ

具

體

的

な

知

識

で

あ

る’、」

考

へ

ら

れ

る

。「

人

は

死

，す

死

せ

す

し

は

矛

®

#

に

反

す
 

ハ

す

.ふ

.
知

識

は

却

ゥ

て

ョ

^

リ

A

體

的

で

あ

る

よ

う

に

見

文
.る

‘
*
* r

人

-

死

ず

 ̂

E

.
矛
盾
律
に 

知

織

で

も

必
す
し
も

'知
識

論
a

U
I
式

JE

.又

眞

な

る

知

：識

.を

.题

.

.心

.理

舉

的
^
^
實

は

刻

々

に

變

化

す

る

も
'の

故

、
A

は

非
A

な

る

が

！

般

で

あ

A

な

る

t
§

特

別

例

外

の

場

合

に
 

限

る
"

心
理
學
は
常
に
リ
具

®

的

な

知

識

を

問

題

に

す

る

が

必

ず

し

も

正

し

い

知

識

を

取

极

.は

：
ぬ

。

生
命
は
不
斷
の
.創
造g

進
化
で
あ
る
.。
此
.は
直
接
且
づ
確
賞
に
經
驗
せ

、ら
れる
。
，知
識
は
此
體
驗
に
甚
て
作

ら

れ 

て
行
ぐ
.。.
認
識
主
觀
に
よ
る
客
，觀
の
認
識
.
で
あ
る
0 

H

S

賞
：な
撒
職
を
飽
く
迄
解
析
し
て
：行
け
ぱ
普
遍
妥
當
性 

を
有
す
る
客
觀
的
認
識
め
爲
.に
は
是
非
豫
足
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ぬ
程
の4

R

觀
に
到
達
ず
る
。
' 

我
々
は
必
要
に
隙
じ
て 

V
r

こ
迄
ポ
注
ポ
の
體
驗
を
解
析
ず
る
"

然

る

に「

各
瞬
間
は
、

そ

れ

ぐ 

一i
i

の
創
造
で
あ
る」 (

金
子
馬
沿
*
桂
弁 

當

，之

助

雨

成

譯

*

ベ
-
グ
グ
ツ
ン
創
造
的
進
化
、
，ニ 
ニ &

2
0
「

生
命V

は
變
化
：の
流
續
で
あ
ら
過
去
；が
現
在
の
ぅ
ち
に 

佛
雅
蔣
積
さ
，れ
る
-J

ざ

眞
實
の『

連
續』

で
あ
る」

(

あ
I

s

不
斷
の
創
造
的
進
化
で
あ
.
る
。
從
て
折
货
解 

析
せ
&

れ
カ
ホ
觀
は
常
對
象
化
さ
れ
て
止
ま
ぬ
知
識
は
機
械
化
さ
れ
■
る
。
知
識
は
生
命
の
凝
骸
の
み
を
徊
む
® 

奥
な
る
知
識
の
追
求
者
は
過
去
の
凡
て
の
知
識
を
疑
ウ
て
止
：ま
ぬ
。
不
斷
に
®

省
ず
る
。

に
懷
疑
，反
省
は
不
安 

で
あ
る
0「

述
織
せ
ざ
る
も
の
、
不
動
の
i

の
/

死
せ
る
も
の
ぁ
1

此
等
の
も
の
を
取
報
つ
て
ゐ
る
間
だ
け
吾
人
は 

ま
易
で
あ
る」

(

ニ
九
八
H

)

◊

認
識
論
、
-
論
理
學
に
於
け
る
マ
斯
く
あ
る
可
し」

は

此

易

Q

上
K

®

て
ら
れ
る
0 

「

A

は
A

で
あ
る
し(

同

i

律)

若
し「

A
:
が
A

で
あ
る
ビ
共
に
：非
為
で
あ
る
な
ら
®

職

の

暴

性

：は
保
て
ぬ
：T 

(

矛 

盾
律)

，。r
A

は
A

な
<
^」

に
安
ん
せ
ぬ
。
真
體
的
な
る
生
命
の
眞
を
追
求
ず
る
。
然

ら

ぱ「

<

は
<

な
ム
> 

A

は
非
<

.
 

な
ク
し
。
此

場

合

ぶ

は

非
<

に
あ
ら
す」

W

す
る
矛
盾
律
は
機
成
を
失
ひ
"

「
<

は
A

な
る
.か
非
A

な
る
か
の
呼
れ 

か
；で
あ
る」

言
ふ
揮
ニ
律
は
：無
力

5
0

な
も
。
踏

て

：

「
<

は<

で
あ
る
か
非
A
 

あ
：る
か
で
あ
る
* 

A

に
も
あ
ら
资 

银
1
1

十

愈

(

四
九五

； }
「

紫
货
の
法
ゆ
し
の
贤
學
收
研
究
：
 

m

w

s
 

八

五

-

1
1



银

二

十

せ
R

九
，六)

£

會
科
學
ゆ
法
則」

の
#
學
时
研
究 

0

.

B

 

八
六 

非
A

k

も
あ
一
ら
す
ビ
養
ふ
が
如
き
事
は
な
し
.
/
徘
中
律>

 

ビt
f

限
ら
ぬ
0
ベ
次
：の
問
®

に
當
面
す
る「

出
來
得
る
暇
. 

眞
、
能
ふ
る
服
り
^

ジ
具
體
的
に
じ
-
で
且C

V

形
式
的
に
！̂
,し
い
，思
惟
の
法
則
を
滿
足
せ
し
む
.
る
.が
如
き
知
識
は
如
何 

に
し
て
得
ら
れ
.る
か
S
 

, 

:

,

- 

’，

生
命
の
機
械
反
省
す
る
事
、
斯
ぐ
.あ
-る
可
し
'の
權
威
を
否
定
す
る
事
★

に

依

て

，
我

み

の

知

識

は

m

リ一

ま 

，具體
的
な
も
の
ビ
な
る
。從
て
先

♦つ
>
反
省
>
不2
定
を
前
景
に
現
は
す
。
從
て「

A

は
A

に
あ
、ら
す

」
「

人
は
死
せ
ず

」
0 

然
る
に
正
し
き
思
僧
の
法
則
に
從
へ
ぱ「

A

は
Aな

ね
.！：「

人

は

死

す

」

。
今

ンA
は
A
:な
ら」

を「

A

は
A

に
あ
ら
ぐ」 

の
特
別
例
外
の
場
合
に
ざ
れ
ぱ「

A

は
A

に
あ
ら
ざ
る
が
一
股
で
あ
々
、
A

が
<

な
る
は
興
の
特
別
な
場
合
に
限
る」

 

「

人
は
死
せ
ざ
る
が1

般
で
あ
-

^

*死
す
る
は
特
別
例
外
の
場
合
に
限
る」

。

「

A

は
A

な
-cs

j

を

T
h
e
s
e

 

n

A
は
A

k
あ
ら
-
^
し

を

A
n
t
i
-
t
h
n
'
s
e

で

め

る
す
れ
.。は

『

A

A

に
も
ら
ざ
る
！
 ̂

1

般
で
あ
ね
、
A

が
A

な
る
は

特
別

な

な

場

合

に

限

る」

は

s
y
n
t
h
e
s、 e

を
成
す
.も
のyj,

あ
考
へ
ら
れ
る
，
j 

「
<

ほ

に

あ

ら

ざ

る

が

.一

般
で
あ
み」

然
ら
ぱ
r

A
は
s

>
 
C

,
、P

、

E
 

:

で
あ
る
し
◊
.

(

ィ
ノr

A

は
3

、

C

V
 

D
 

 ̂
E 
:

:

で
あ
る」

は〈

U )
「

A

ほ
A

で
あ
る」

に
對
し
てm

ク
具
體
的
で
あ
る
。
但
しC

ィ)

は
同
一
雄
矛
盾 

律
に
依
て
某
赚
付
け
ら
れ
ぬ
。(

ィ)

を
基
礎
'附
け

る
論
理
法
則
ぱ
充
足
律
で
あ
る

0 

A
は<

で
あ
る

-
* 

Aは
B

で
あ 

る
>

.

Aば
C

で

あ

る

：
：
：。
夫
々
ぱ
あ
る
可
き
+

分
な
る
理.

g；

あ
づ
て
存
®

す
る
。； 

*

不
鄰
に
增
大
し
て
止
i

ぬ
具
體
的
者
を
敢
て
形
式
論
理
の
型
に
入
れ
ん
‘
す
る
‘

時
型
は
®

む
メ「

A

は
A

な
ら
L「

A
 

は
非
A

じ
あ
ら
ず」

(

同

r

雄
、
矛
盾
律)

か
ら
-「

A

は
：A

な
る
か
非
A

な
.る
か
の
何
か
.
で
あ
る
し「

A

に
も
あ
ら
す
菲 

A

じ

も

も

ら

す.ど

言

ふ

が

如

，

事

を

得

：

5P-,

し(

.擇

ニ
,

、

抑

中

律

)

.
に

到.

C
V

て

形

式

論®

は

歪

む > 

此

，
i
み

を

正

し

く

す

れ

ぱ

1

A
は

非

A

な

る

が

一

般

で

め

-

が

A

な

る

.は

特

別

例

外

の

®

合

に

服

る

し

。

S
し

{

せ

ら

れ

た

も

.の

，を
 

更

に

凝

.服

す

れ

ぱ

「

A

は

<
:

で

あ

る

、

B

で

あ

る

、

C

で

あ

る

.
，
：

• 

•し
、

あ

る

.も

の

は

ル

て

あ

る

可

さ

十

分

な

る®
 

由

あ

つ

て

存

狂

す

る
0

「

同
じ
も
の
に
等
し
さ
も
め
が
相
等
し
し
い
は「

同
じ
.も
の」

が

「

同
じ
も
の」

で
あ
る
故f

r

あ
る
。從
て

「

同
じ 

も
の
に
等
し
さ
も
の
は
相
等
し
か
ら
す」

(

厥
會
料
學
の
：̂
則
第一

部)

は
同
一
律
の
反
省
じ
同
じ
。「

同
じ
き
も
の 

は
非
同
：じ
き
も
の
で
あ
る」

す
れ
ぱ
從
て「

部
分
は
全
體
ょ
々
も
小
で
あ
る
。
部
分
は
全
體
に
等
し
。
部
分
は
全 

體
ょ
.

C
V

も
大
で
あ
る

」

。此
命

®

の
存
立
を
可
能
な
一
.も
し
む
る
も
の
は
充
足
禅
で
あ
る
。
但
し
此
場
合「

部
分J

が「

同 

じ
も
め」

に
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
っ
同
じ
も
の」

を「

全
體」

に
取
る
場
合
も
同
じ
：ヴ
形
式
論
理
は
主
せ
し
て「

A

は
：
A
 

な
ら」

に
出
後
し
、
社
會
論
理
'は
主W

し
て
.「

A

は
非
A 

に
：

3
?

發
す
る
も
の
ぐ」

す
れ
ぱ
、
紙
會
科
學
の
法
則 

は
非
形
式
論
®

を
爽
は
ず
。

パ
‘ 

，
' 

' 

~

生

命

は

不

斷

の

劍

造

的

進

化

故

具

體

的

な

る

生

命

の

：體

驗

は

解

析

し

盤

せ

ぬ
、
從

て

：全
然
内
容
；̂

染
ま
ぬ
ざ
言
ふ 

が
如
き
书
觀
は
あ
ク
得
ぬ
。然
る
に
内
容
を
含
む
主
觀
U

又
對
象
で
あ
ウ
て
決
し
て
純
離
の
主
觀
ヤ
な
い
ビ
す
れ
ば
、 

內
^
&的
客
觀
に
對
す
る
當
5
^虫
觀
は
> 

生
命
の
進
化
ビ
典
に
不
斷
に
*

化
せ
ら
れ
て
止
ま
ぬ
：主
觀
で
な
け
れ
ば
な
ら 

だ
斯
く
の
加
さ
主
觀
に
し
て
始
め
て
> 

純
胖
で
あ
る
、

對
象
の
認
識
を
可
能
な
ら
'じ
む
：る
主
觀
で
あ
り
得
る
？ 

常
に
卿
化
せ
ら
れ
て
此
ま
ぬ
觀
ぱ

「

A

は
A

な
々

」
「
<
:
は

非
<

 

な
る
が
；1 

般
で
あ
ら
A

が
A

な
る
は
其
將
別
例
外
の
場
合
じ
阪
る
し
ビ
主
強
す
る
。
A

は
非
A

な
る
が一

般
で
あ
り
、
A

な
る 

は
其
特
别
例
外
の
場
合
に
限
るV」

す
る時

"
*

普
通
論
理
學L

o
g
i
c

 

in 

g
e
n
e
r
a
l
,

 

a
l
l
g
e
m
d
n
e

 

L
o
g
n
c

に
對
す
る
先
驗

路
二
十
海
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「

社
愈
料
學
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法
则
し
の
常
學
的
研
究

 

‘

镇
四
纖
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银1
1

十

想

(
S

九
八)

「

社
會
科
學
の
法
叫
し
の
.震

的
畔
究 

然

四

號

し
八

論
理
學
：

T
r
a
r
^
c
e
n
d
e
f
l

ハ
め
立
揚
が
ょ
<

理
»

せ
ら
れ
ネ
標
に
，見

え

る
0;
タ
ン
ナ
の
あ
驗
論
理
寧
は
又
^̂

式

論

珊

學

で

あ

る

ざ

い

者

：へ
ら
れ
る

。
‘

. 

> 

レ
，

-
I驗
か
ら
®

納
し
ス
®

驗
を
說
明
し
て
り
な
き
論
理
！
！系
が
.作
ら
れ

•

る

P

.

斯
ぐ
0

如
き
論
®

體
系
は
A

レ
A

で

あ
る
事
を
强
ぐ
主
張
せ
ぬ
。
經
驗
の
推
称
g

兆
に
論
，理

體

系

は

更

新

せ

.
^る
可
き
も
の
故
、
A

は
非
A

な
る
が
/1

4

で
あ
ら
、
A

が
A

な
I

特
別
例
外
の
場
合
に
限
る
。
經
驗
的
な
論
理
.學
は
，一

般
に
非
形
式
論
：理
學
で
あ
？

考
ぺ 

ら
れ
る
。

. 

„ 

:

社

會

は

過

去

ビ

隣

人

を

前

提

ミ

す

る

も

の

故

：、

.過
去
：の
時
代
に
律
存
：し
お
個
人
は
必

♦

し
も
♦

死

せ

ま

隣

、 

は
：；？：：：

に

一

私

」

の

中

に

生

き

て

居

る

0

從
て
社
會
科
學
の
立
場
か
ら
で
は
人
は
.死
せ
ざ
る
がj

般
ヤ
あ
り
死
す
ろ
は 

將

另

外

，の
.

丈
。に
队

る
.：貧
宵
を
は
す
凡
て
の
.生
け
る

人
の
生
活
は
：他
人
の
生
産
せ
る
資
料
に
繁
る
。.「

私
„の 

思
.想

の

百

票

九

十

九

は

他

人

の

思

想

，で
あ
る
。

T

考
ふ
る
時r

私」

，
は

「

他
人」

：
の」

部
で
あ
る
。
他
人
の
特 

ぢ
♦

ダ
，
：？
合
>'、
タ
る
：
.肉

懼

が

に

我

生

ぐ

料

制

的

に

，我

.考
ふ
、
•
故

に「

我
在
力」

’

/
J

は
仲
々
言
ひ
得
9

。
 

學
者
は
我
を
反
猎
し
：

1
：
I
#

を
疑
a 

I

大
.な
，る
我」

し
肖
覺
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
位
置
は
-あ
る
。
以
上
の
研
究
は
ラ
ィ
ズ 

一！
ッ
ツ
、
デ
カ
ケ
ト
，、
カ
ン
ト
ク
ラ
ジ
セ
ケ
、
紀
平
氏
、
速
水
成
、
其
他
の
諸
ホ
に
#

ふ
◊

(
！：
)

精
刺
ビ
物
？

.は
‘其

め

本

®
を

異

に

す
ろ

か(I, 
一
 

V

M
ご

時

間

と

は#
瑪な

：：

る
，第S
者
k

約
元
せ
ら
れ
得
る 

力(

三
、8k

識
に
於
.け
る
主
觀
ご
獎
象
丄
の
對
立
は
如
何
に
，
し

て

a
g
r
e
e
m
e
n
t

に
到
達
す
る
か
。

物

質

は

僻

か

ら

を

有

す

る

も

の

情

神

は

廣

が

タ

ど

有

せ

ざ

る

も

の

ビ

す

れ

ば

物

質

は

’だ
旧

的

存

が

精

軸

は

，̂

⑩ 

存

狂

で

め

る

が

ボ

が

料

.前

を

取

せ

し

む

れ

ザ

，K丄
照

ビ

時

®
ビ

：

^
4
^

に

數

ぐ

約

.

】

ケ

化

ら

れ

.ね
ぱ

な

ら

ぬ

、

約

元

せ

ら
れ
将
る
。
精

轉

め

髓

、-X

し

ビ

時
M

ビ
；5

數
‘に
約
元
せ
ら
れ
得
る
。
激
ビ
は5
1； ,で
..

ゐ
る
か
。
ル
て
の
心
r
t
®
象 

感
齋
感
情
情
®

は
ル\

し
大
f

f
又
は
威
殺
機
官
に
於
け
ん
物
®

‘®

す
の
述
動
に
外
な
ら
ぬ
’、

」

も
考
へ
得
ら
れ
る
。
然
ら 

ば
®

す
は
何
で
あ
る
か
。
股
子
ど
は
擴
が
-
^
を
有
す
る
も
の
或
はvv.t̂

デ
ギ
I

を
有
す
る
も
の
の
事
で
あ
る
"
き
問 

的
時
間
的
存
在
で
あ
る
ゥ
從
て
數
的
蒋
狂
で
あ
る
。
唯
物
的4

理
學
は
數
量
的
心
理
學
に
歸
せ
ざ
れ
ば
止

ま

ぬ

數 

V
J

は
何
で
あ
る
か
e

感
擧V

單
純
感
情
、；

C
J

は
共
に
客
間
的
時
間
的
存
在
で
あ
ろ
，凡
ヤ
の
心
理
現
象
は
感
覺*/J

摩

純

減

情

ょ
☆

成
ろ
0 

凡
て
の
心
理
現
象
は
意
志
に
：依
て
統i

せ
ら
れ
る
。：
心
理
現
象
の
統1

は
意
志
的
統
覺
に
依
る
：e

廣
い
意
味
の
創
造 

的
：綺
合
の
原
理
は
意
志
的
統
覺
じ
外
な
ら
ぬW

も
考，

へ
得
ら
れ
る
。
數
は:

應
意
泰
的
統
攀
で
あ
る
"
：

(

グ
ン
ト
心
理 

學
の
碑
您
は
、
觸
藤
新
吉
找
著
ゲ
ン
ト
の
.心

理

學

。

：：

速

水

泥

氏

補
！
：

>

ダ

ン

ト

在

心
S

霞
ヴ
其
他
に
依
る
‘。我 

々
の
意
識
は
感
覺V；

感
情W

.

に
.，依

て

說

明

し

®

さ
れ
は
せ
：

意
識
は
寧
み
非
：意
志
的
で
あ
る
I

考
へ
ら
れ 

る
。
心i

t

現
象
は
凡
て
非
意
志
的
統
覺
に
依
て
統j

せ
ら
れ
る
も

，

の
-
ど
：す
れ
ぱ
、
數
は
非
意
志
的
統
覺
で
あ
る
。

非
意
志
的
統
一
體
は
W

S
 (
s
u
b
s
t
a
n
c
e
)

ざ
#

ぱ
れ
得
る
。
非
意
志
的
統
厳
マj

し
て
の
數
は
：本

具

觀

念

、J
i
t
e

 

i
d
e
a
)

で
あ
るV

J

も

考
.
へ
ら
れ
る
。

0

ク

ィ

ズ

一

一

ッ

ツ

參

照

)

。
カ
ン
ト
に
於
け
る
事
體

(
p
h
e
n
.
o
s
e
n
a
)

 

V
J

理
體 

(
n
s
m
s
a
)

ざ
の
®

別
は
躍
い
意
肤
を
有
つ
。
非
意
志
的
統
體
は
タ
ル
ド
の
模
敏
反
對
發
明
に
依
り
て
も
説
明
せ 

ら
れ
播
る
で
あ
ら
ぅ
.

(

タ：

て
ト
に
：願
す
る
知
識
は
>

:
風
早
八
十
ニ
狹
部
，

タ
ル
ド
の
：社
會
學
原
a

o

米
田
f
f
i本
郞
氏 

著
>
 

經
濟
心
理
學
"
其
他
。

§

.

保
馬
§

.

社
會
學
原
理
。‘
：等
に
：依
る)

。

數
'は
心
理
學
的
に
.意
志
的
統
覺
で
あrCN

又
非
意
志
的
絲
覺
で
あ
る
。
生
觀
>」

對
象
と
のa

g
r
e
§

e
n
t

は如
！
：

に
し

. 

. 
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十

怨

S
九
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「

社
會
科
學
の
法
卯
し
の
货
學
的
研
究 

银

四

轉
.

A
九

I
I



然一
!

十

せ

(

五
0
0)

つ

雙

科

學

の

法
W」

の

哲

學

的

：
研

究

 

、
 

i

號

九

Q

 

て

得

ら

れ

る

か

。

.五

/

 
' 

, 

' 

鬼
義.

1
、

認
識
ビ
は
生
觀
ビ
對
象
ご
の
相
對
的
關
係
，の
こ
ミ
で
あ
る
。
；
.

i

ル
義
ニ
、
超
學
す
るW
は
ホ
ー
觀
ビ
對
象W

に
共
通
な
る
或
る
も

.の
を
追
求
す
る
こ
ビ
で
あ
る
。

.

.

定

義

！
ょ
b

、
主
親
を
％
對
象
をg

.

に
表
は
せ
ば
.認
識
©
 

:

.
1

股
：的
形
式
は
.

:

‘：(

1
,

)

。
，
凡

て

の

撒

は

人

.
の

立
®

か
ら
典
味
が
あ
る
見
逃
す
を
将
ぬ
。
物
は
人
間
的
認
識
の
對
象
で
あ
る
。

_
9
, 
f

缀

離

職

}
錄

.

.
• 

,
 

I 

/ 

S
b
.

 

A

ま

®
謎
纖
肿
徵

.

.

s

o
物

叉

S

I

I

S

I

V

な
る
-

！
^

麵

释

，
：
：
.(

B
〕
。

西
洋
哲
學 

史
上
：力
代
哲
學
は
第一

5

界
考
ま

•
時
代
第1

1

期
人
事
研
究
時
代
！c

f
r
l
f
e

織
時
代
第
^̂
^

得

る

(

大
掛
祝
氏
著
西
洋
®

學
史〕

。
カ
ン
ト
ゆ
純
辟
理
性
批
判
に
饼
け
ふ
先
驗
辯
證
論

；(I
,

 

E
i
e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

T
r
a
n
s
-

 

c
e
n
d
e
n
t
a
K
s
m
,

 

s
e
c
o
n
d

 

s

l

o

p

)

に
は
物

、
，人
、
觀
念
の
分
類
を
暗
示
す
る
個

所

が

多

いo

タ

ジ

ケ

ル

ト

に

於

ナ

る
主
#

の
客
觀
に
#

す
る
ニ1

樣

の

ま

一

〕

精
；̂
物
理
的
生
觀
ヒ
.其
纖
象(

1
0

心
理
學
的
主
觀
マJ

其
の
對
象(

H

)

誕 

g

論
的
主
觀
ご
其
對
象
、
は
物
' 

人
、
觀
念
の
分
類
化
一
致
す
る
ゥ

(
H
.

 

R
i
c
k
e
r
t
,

 

D
e
r

 

G
e
g
s
s
t
a
n
d

 

• de
r

 

I

I

め
>

s

.
 1

3
.

山
內
将
立
|

>

認
識
の
對
象
、
第

一
章
認
識
論
の
根
本
問
題)

。
著
し
ぐ
心
理
學
め 

で
は
あ
る
が
キ
ユ
ル
ベ
の
生

a

客
觀
の
對
立
に

W

す
る
見
解
も
ジ
ッ
ケ

r

の
其
ご
軌

を
！ 

！ ,！

す
る
所
：5

.

め
る

S

.
 

K
u
i
p
e
,

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

t
o

 

p
h
y
l
o
s
o
p
h
y
,

 

t
r
a
n
s

 

b
y

 

B
.

 

s
l
s
b
u
r
y

 

a
n
d

 

E
.

 
B
.

 

T
f
t
c
h
n
e
r

 

c
h
a
p
.

 

I
n
.

 P

 

§ 

2
5
0

w
:
の

ネ

ざ

^
.
’、
し

に

共
通
な

る

も

の

を

求

め

る

、

哲
學
す

る

。
'ル

、

g

に

共

通

な

る

も

の

を

人

に

求

め

.て

l

E

K

P

-

y

L

E

B

B

i

.
 

; 

/
 ノ

 

;

.
,

1
 

' 

‘

s
t
>
.
(

と

7̂

ド
#

見

な

ふ

も

の

を

觀
<
:
^的

な

る

も

の

に

求

め

て

f

 

^

.

^

Q

v
 

.
♦
•
r
w

乂

(

B

)

ビ(
5
0

ビ
の
間
れ
は
溝
が
あ
る
"

此
#

を
.除
ぐ
爲
に
樣
々
な
努
力
が
行
は
れ
た
。
I

>

X
ル)
物
的
人
間
的
認 

0

の
對
象
を
經
驗
的
法
則
に
觀
念
化
す
事
"

此
場
合
觀
念
：化
は
：先
驗
性

.を
有
せ
ぬ
。
從
.て
認
識
は
普
遍
安
當
性
を
有 

せ
：ぬ
、

ヒ
ユ
I

ム
は
因
嚴
®
の
範
禱
に
經
驗
的
演
纏
を
行
つ
☆

 V

傳
へ
ら

れ
る
。(

P
T

 )

物
的
人
間
的
認
識
の
對
象
を 

直
：觀
の
形
式
に
#

念
化
す
暮
。
吏
に
數
.に
觀
念
化
す
事
。.
幾
何
學
を
知
ら
ざ
る
者
は
我
旧
じ
入
る
可
か
ら
ず
/
萬
物 

は
皆
數
ょ
む
成
る」

¥

の
言
葉
が
想
ひ
出
さ
れ
る
.

(

ィX

 

； }

ゆ
對
象
を
主V

J

し
對
象
め
立
場
か
ら
物
的
人
間
的
認 

識
の
對
誤
を
觀
念
化
す
。
一n
、
主
觀
を
主
一
ご
：レ
生
觀
の
立

#

か

ら

物

的

入

間

的

認

識

め

黯

缴

を

觀

念

化

す

事

。
.
，感
性 

ゆ
な
ん
對
象
を
範
嚼
に
綜
合
統1:

す
る
事
力
ア
タ
，
ス
ト

I

ト
ル
及
び
ヵ
ン
ト
の
範S

論
は
有
名
で
あ
る
。
m

、
主
觀 

ビ
對
象
ご
の
同
質
化
觀
忿
化
を
全
的
に
行
：ふ 
> 
動
：的
歷
史
的.具

體

的

背

景

の

前

に

行

H
?

此
灰
而
の
努
力
は
新
形
而 

上
學
^

屬̂
す
る
"

ス

ィ
ヒ
ーダ
、

へI

グ
ル
其
他
の
人
；々

の
努
力
は
此
方
面
：に
向
ゆ
ら
れ
：た

も

の

ざ

推

察

せ

ら

れ

る

。

帽
^
^
勞

働

I
.

單
位
の
價
格
を
假
に
一
圓
で
あ
るW

す

る

帽

キ

勞

働

8

生
庫
力
は
社
#

的
じ
糟
太
し
た
k

拘
ら
ず 

卿
子
一
倘
の
價
格
は
依
然
’ざ
し
す
五
圓
で
あ
る

*

然
も
尙
商ロ！

；； f

便
値
通
り
に
賣
ら
れ：

る
も
，の
ビ
す
れ
ぱ
ブ
顿
勞 

働
，

一

單
位
の
價
路
は
1
.
圓
で
あ
る
ざ
共
に

A

4

圓
、

5
 

1
3圓
.-

.
,

.

で
あ
る
。
部
分
は
奋
體
ょ
も
小
で
あ
る
。
等 

し
い
。4

<

で
あ
る

(

社
#
.
科
學
の
法
則
第1

1

部

)

C
動
的
時
，間
的
歷
史
.的
事
物
を
問
題
マ」

す
る
吸
'り
"

商
品
は
慣
値
通
：
 

り
に
賣
ら
れ
ざ
る
が
一
般
で
あ
6

價
値
：通
.CS

に
賣
ら
れ
る
は
.特
別
例
外
の
場
合
に
限
る
‘
U

悟
性
は
顿
子
勞
働一

單
位 

の
.價

格

が

1

圓
で
あ
.る
事
を
偏
ホ
迄
主
張
す
.る
0

同
じ
も
め
じ
等
‘し
さ
も
の
は
相
等
し(

S

會
科
學
の
法
則
®

i

部 

第
；！

則)

。
然
る
に
W

子
勞
.働
：j,

®

位
の
债
格
は
事
實
上
或
ぱ
社
會
的
に
至
#

圓
r

s

:

i

s圓
.
，：
：
で
あ
る
。；
同
じ
；
，
^

然

ニ

十

卷

(

冗
。

！
.)

「

社
脅i

の
法
助
し
の
き
學
的
研
究

 

缴
©
號
 

九

t



第

二

十

卷(

五
O

U)
「

翦

科

ま
.法
则
し0
霞

的
1

:

.

: 

.

望

號

，
ム
ニ

の
，に

等

し

き

も

の

は

相

等

し

か

ら

ず

(

社
會
科
學
，め
法
則
第
二
.：部

第

二

則

，

)

.
此
進
展
じ
て
止
ま
ぬ
W

子
努
働
め
K

播 

を
認
め
る
理
傑
を
實
厳
®

性

成

は

賞

®
的

主

觀

盲

ふ

。
勞
，働

者

は
彼
等
の
勞
働
が

1

4
圓

6

¥

w

.
 

.

.
: 

i

i
 

I

I

I

史
的
S

I

的
事
？

じ
て
知
ジ
て
居
る
，
彼
等
I

働
s

称
が
1

4
照

 ̂

. 

•

:

: 

継
，展

す

る

事

を

希

望

し

成

は

地

想

ざ

す

る

の

で

は

な

い

。

：

歴

史

的

事

實S

し
て
ぞ
ラ
ホ
あ
る
事
を
知0

て
居
る
。
：マ 

ル
ク
ス
は
，此

問

の

消

息

を

よ

ぐ

說

明

す

る

。

 

，

，

.

,
1
々
§

働
者
は
必
す
し
4

會
的
に
大
.な
，4

S

せ
：

ぬ
：：

ぃ
然
.

1

:け
る
具
體
的
な
I

會
の
進
？

依
て
池
'

會
的
勞
働
の
價
胳
i

s

ま

T

圓
、：6

S
 

.
:

:に
進
む
。r
此
事
賞
上
進
ん
だ
愤
格
を
把
へ
る
爲
S

働
者
は
一

W

絡
す
る
.
"倘
々
の
人
格
を
‘

7

り
の
大
さ
，な
人
格
に
高
揚
す
る
.。
彼
等
は
W
:結
め
力
み
依
て
#

賞
上
の
價
格
±

4

圓
、

5
 

f

l
 

.

.

.

を
®

賞

に

す

る
5

:

1圓
，

1

3
圓

パ

：

：
み
®

格S

:
立
の
.根

脚

/
'る
働
：結
し
た
組
合
t

 

S
u
f
S
c
i
e
n
t

 

R

&

S

S
 

(

充

足

律)

を
爲
す
も
の
.yj
考
へ
ら
れ
る
。

勞
働
者
は
I

の
f

 .の
靈
辦
じ
六
時
間
の
社
會
的
i

勞

働

を

必
要
：，，

ず

る

。

然

る
：
'に

彼

等

は

十

! 

I

か
i

 

ぐ
。.資

本
i

s

間
の
i

勞
働
I

奪

す

る(

i

素
之
：i

,

資
本
論
第
二
、
s

i

l

s

D

i働

力

の
賣
貿♦
蓉

i

f

 

i

剰
I

s

"

ギ

隨

所

參

眼

)

。
§

|

 

I

る
。
：
.s

f

的
I

的

き

を

問

f

す
る
f

 

*
部

分

は
i

i

l

小
で
あ
る
，。
等

し
◊

来

で

あ

る

。S

明

す

る

爲|

け
ら
れ
たi

2

 

る

此
i

非

科

學

的

な

假

迫

：，る
は
、

充
，

s

:

s
に
翁
ら
ぐ
故
で.t
v

w

:も

考
s

f

る
。

I

I

 

業

、
八
時.間
勞
働
の
虫
張
、
勢

働

保

臉

、

其
他
>
.
の
填

合
：：

も
同
.じ
，。
.

.
反
濟
0

見
込
な
き
に
負
債
す
る
は
悪
で
あ
る
か
。
此
は
中
世
的
經
濟
學
の
問
S

で
も
む
X

視
化社

,,

，
上
の
卯
I

で

I

.

.

.

.

.

.

P

る

タ

f
t
.會

科

學

©

法

則

；
：に

從

て

部

分

は

.全

體

に

等

し

部
.分

は

全

體

ユ

り

も

大

で

あ

る

。
‘然

，ら

ば

ー

園

，
の

資

遗

を

有

： 

す
る
も
の
が
反
濟
の
見
込
な
に
r

o

T

®、

圓

……

の
負
債
を
な
す
は
必
ず
し
も
悪
で
な
い
。
何
，者
ぱ
部
分 

は
全
體
に
等
-

 ̂
く
又
：，大
で
あ
る
故
反
濟
の
見
込
な
き
に
負
債
し
た
，ざ
は
言
ひ
得
ぬ故

：：

で
あ
る
◊

社
翁
主
義
著
：の
間
に 

，は
斯
く
の
如
さ
思
想
が
暗
々
の
中
に漲

：：

つ
て
，化
る
。(

1
)

貸
借
開
膝
の
消
減
を
敎
的
に
或
は
政
治
的
に
強
制
す
る 

事(

ニ)

中
世
に
於
け
る
利
？̂
^徵
收
の
間
題
、
は
經
濟
®

學
上
典
味
が
多
い
。
倫t

‘
學
上
の
.問
題
は
セ
ン
セ
ー

シ.0
1

ナ 

ル
故
慎
®

の
態
度
を
必
寒W

す
る
。

：
' 

- 

以
上
述
ぶ
る
賞
例
ょ

b
 

r厕
次
の
事
が
：言
は
れ
る
。
動
‘的
®
:
史
的
具
體
的
.事
：賞
を
問
題
に
す
る
場
合
、
任
意
の
數

m
は
m
で
あ
るVJ

典
に
ナ
で
あ
る
。
n
は
正
ほ
意
の
數
で
も
る
。m

=
m

に
於
け
る&

を
®
挫
槪
念
’/し
し
て
の
m

 ̂

,

’/し
す
れ
ぱ
、m

 =

 

3
 

+ 

n

に
於
け
る
，m
は
實
踐
理
性
槪
念

ゴ
し
て
の
m
.で
あ
る
。
又
次
の
如
ぐ
に
も
言
ひ
得
ら
れ
る
。 

M
w
n
.
3 

4
-
n

に
.於
け
るS

を
圆
式s
c
h
e
m

 a

ゾレ言
ふ
0 

mが+

に
.

®
ら
ぐ
時
> 

をS
.

の
圆
式
胜
.：

s
c
h
e
m
a
t
i
s
m

 

V
J

言 

ふ
。I

が
特
に
數S

な
る
時
* m

"
m
+
n
c
H
t
o
¥

純
辟
悟
t
t槪

念
の
岡

式

性

ざ

言
.ふ
。
數3

は

ィ)

一
數
故
純
粹 

悟
性
®

忿
で
あ
る-

範
赠
で
あ
るX

 

V 

自
身
め
中
に
時
間
ら
を
含
む
故
威
性
的
槪
念
'で
お
る(

.
ぐ)

序
數0

ビ
相
似 

故
a

知
的
な
る
理
性
槪
念
ヤ
あ
る
：。.
.従
て
數5

は
純
粹
で
然
も
一
而i-T

知
性
的
他
面
に
感
性
的
で
あ
る
。
、數S

は

I 

方
硫
嚼
ビ
同
精
他
方
に
於
て
現
象
ど
同
糊
で
あ
る

9

織
*

を
現
象
に
適
用
す
る
事
を
可
能
.な
ら
じ
む
る
媒
介
的
丧
象 

で
あ
：る
、
圆
式
で
あ
る(

カ
シ
ト
純
粋
理
性
批
判
♦

第

U

部
第11:

篇
第1

章
>
純
粹
悟
性
槪
念
の
：圓
式
性
に
つ
い
て
、 

W

他
參
照)

。數S
.

は
時
間
0

を

む
^但
し
時
間Q

其
者
で
な
ぐ
：。
.
.
3

N
 

Bャ口 

一，；
般t

力
る
,
數2

.

は
其
特 

別
：の.場
合
で
あ
，る
。

.を
敢P

數
み
.の
繼
承
者
ズ
考
ふ
る
揚
合
"
，
.S

轉
悟
：

め

嘲

式

，性

お

論

せ

ら

：

^

る
。

‘

憩
.！
十

卷(

五0
1
6

「

社
會
料
學
の
法
則

」

§

1

研
梵.' 

0

0
 

'

九
H
:



難1
1

十
# 

0
4
0
,
0 

:

「

社
脅
科
摩
の
法
卯
：

J®

學
的
研
究 

猪

四

號

-

,も
四

I

I

 

<一0ミ
に
#

け
.
A
酣

激

の
中
心
は
働
式
で
あ
る
：。

p
 

¥
 

Aは
圖
式
性
を.表
：は
：す。3

 =
m

十n

に
め
ナ
る 

&

 .
©

括

ら
.

iOr
を

柳

想

力

に

求

，め

る

事

も

可

能

ヤ

あ

る

縫

に

夢

ん

^

.

原

撒

0

を
资
己
の
：座

機

軸

の
h

に
够
動
せ
し
：レ 

'る
は
憐
想
カ
成
：

^

赏

踐

理

性

の

活

ら

き

1
4

依

る

も

の

ビ

考

：へ
ら
れ
'る

C

ン

ま

勞

働I

雜

位

の

價

格

が

敢

て
1

圓

に

定

ま

るH

,
言
，は
ぱ

§
1
:

が
自
然
の
法'則

に

從

屬

し

.た
揚
命

で
'も

.
^
、 

1
K

の
價
格
ヵ
8

合

其

他

の

力

(
s
u
f
K
d
e
n
t

 

R
e
a
s
o
n
)

に
彼
て
5

‘
j
4圓
、
5
.オ
圓
，
.
：

.
，
に
定
ま
る
は
、
自
然
？4̂

=̂

 

を
意
志
に
從
f

し
'め
£

合
で
め
る
ざ
考
へ
ら
れ
る(

波
多
野
？

、
宮
本
和
吉
兩
氏
®

,
力
ン
ト
實
踐
理

I

:
 

制

、

第一

商

第一

，

第
.

I

章
、

1

、
純
粋
®

踐

理

性

の

演

纖

じ

就

て

貝

參

照

.

)

。势
働
の
價
格
が(

ニ )

自
然

’ 
'に
必
然
的
に
f

る
。
I

甚

だ

し

る

。「

勞
働
の
便
格
督
然
的
に
如
何

じ
し
て
1

圓

に

定

ま

る

か

，
即 

も

「

☆
何
に
し

料
®

性
は
對
象
を
先
天
的
に
認
識
す
る
か」

ビ
言
ふ
.間
題
を
主

V
J

し
て
間

題

に

し

た

はE
統
^
 

糖
濟
學
で
あ
る
。=

現
賞
に
存
す
る
動
的
®

器

具

體

的

な

る

勞

働

の

價

.格

は

如
'何
、
如

何k

あ

る

可

さか」

即

ちr

如
* 

何
i

し
て
そ
；
は
直
接
に
.凌
志
の
言
ひ
換
れ
ぱ
對
象
の
現
實
に
關
す
る
理

性

的

存

在

者

の

原

因

.性

(

堪
に
法
がV

J

 

し
て
の
を
れ
自
ら
の
格
辦
の
普
遍
妥
當
，性
に
刷
す
る
思
想
の
，み
に
ょ
つ
てy

の
，
规
定
原
现
f

得
る
か」

を
主
ビ 

も
て
®

題
k

し
た
は
.社
會
主
義
的
經
挪
學
者
で
あ
る
。

V
J

も
‘言

ひ
得
ら
れ
る
。(

同
上
：
>

,I 

h
.
j
i

真

參

ま
0 

法

律

ま

自
由
平
等
の
如
何
に
拘
&

S

賞
.上
勞
働
が
資
本
.S

?

る
時「

自
然
に
定
ま
る，

帳
S

動

】

填 

位
の
價
格
は.

1

圓
で
あ
る
ン
此
，場
合
意
志
は
自
然
の
法
則
に
從
屬
す
る
。
便
格
は
.

i

觀
念
‘
t

て

格

で

.
t

o
 

完
全
な
る
自
由
聽
ザ
の
假
定
經
f

の
.假
«

は

、

純

释

理

性

‘
の

演

棒

で
.あ

る
,，
，
考

ニ

ウ

の

、

0

體

r

?

TT,

つ
：
の

，も

：
の

V
.
.が

相

對

立

：

じ
：：

す

债

：格

を
.
む
ぇ
時
：̂
;白

然
の
法
服
ホ意
-
心̂
へ
に'從
廣
.ず
る
を’
此
場
合
債.将

は

實

勝

挪

性id
 

..‘槪
念
成
は
意
志
的
統
覺
ご
し
て
の
價
格
.で
あ
る
"
此
場
合
價
格
は
相
對
性
の
‘範
禱
じ
依
す
ル
ま
り

「
自
然
に
足

ま

る」 

慣
格
以
上
或
は
以
下
、で
あ
る
が
，
！
般
で
あ
る
。

「

自
然
に
定
ま
るJ

價
格
に
一
政
す
る
は
：特
別
：列

外

の

場

合

に

眼

る

。 

自
然
にi

ル
ま
る
價
格
以
上
成
は
以
で
の
價
格
は
夫
タsufBcient 

R
e
a
s
o
n

を
有
，

0
。

‘

與
へ
ら
れ
た
認
識
の
纖
象
が
反
省
せ
ら
れ
る
>
 
否
定
せ
ら
れ
る
*

數
Q

ご
な
る(

位
取
*
^單
位W

し
て
の
數0

"
 

及
び
時
間0

參
照)

◊

«
踐
理
性
に
.依
る
®

識
は
光
づ
此
0

の
：認

識

：か
ら
始
ま
る
。

1

^

1

.
:

ぱ5
：

に
從
ふ
" 

は
.pî

actical 

R
e
a
s
s

で
，あ
るQ
位
取
-
^の
跟
位
ビ
し
て
の
數S

を
假
定
す
る
事
に
依
てS

以
上
の
.任

意

の

：
數

の 

存
在
が
可
能
ビ
な
る
。
實
踐
理
牲
に
對
す
る
對
象
の
世
界
が
展
け
ヤ
来
る
。
此

に

.對
，す

る

實

踐

理

性

は

S
：

然
數 

の
系
列
に
表
は
さ
t

へ
然
ら
ぱ
^

4

‘一

•

:
バ
S

Q
 

g

分
子
を
%

o

f

 

o
f 

I

I

 

I

-に
i

し
分
母
を
i

に
約
元
す
れ
^

r

E

E

E

S

.

.
:
.
.
.
s
o 

£

に
於
け
る
分
巧S

'

諸
基
數
は
凡
て
數
1

に
約
元
：せ
ら
れ
る
も
の
ざ
す
化
ぱ
ンい

4

ぐ
.

6
7
8

ヒ
n
n

 ̂

.
0
' 

'
:
:
s
o

數
1

を
敢
て
數

O

に

約

元

す

れ

ぱ

:
; 

. 

(
6
X

某
數
は
外
他
直
觀
の
形
式
で
あ
る
。.
時
間Q

は
內
的
直
觀
：の

形

式

で

あ

る
！：：
1

ゆ3

 

:4 

5, 6

 

7

 

.8 

9

 

0

は
悟
性
的 

認
識
の
對
象I

般
で
あ
る
。
自
然
料
學
的
認
識
生
觀
を
^
 .(subject, o

f

 

N
a
t
u
r
a
l

 

s
c
i
e
n
c
e)

に
表
は
せ
ぱ
自
然
科
學 

的
；認

識

め

一

般

的

形

式

は̂
ほ
^

^
さ
0
:
- 

: 

:
. 

Q
)

 v

 

inl

然

科

學

的

露

識

に

於

け

；そ
最
後
：の
も
の
、
數

0

を
對
象 

ご
し
て
取
.
^、
g

然
數
の
系g

：

を
主
觀
に
取
れ
ば
，̂

き

ロ

カ

:

.
て
此
認
識
形
式
の
分
母
を0

l
y
2

 

S

 

4

.箱

二

十

卷s

o
冗)

「

社
愈
科
學
‘の
法
则
し
の
哲
串
的
厥
究

 

：

\ 

‘
路n

號 

九
五

1

IHII



筋
「

社
命
科
學
の
法
則

」

の
货
學
的
研
爽 

か：

』
7

 

8

 

9

に

約

元-
^て
.ま

"
ね
ゅi
 .

分

數

の

分

母

をA

に

敦

は

せ

ば

!

.
0
 

, 

: 

: 

(

s) 

p
'盤

象

ボW
雜
に
時
間
的
で
ふ6
風

：

0
.

生

觀

が

不

定

な

る

場

合

、

H

觀
の
妥
赏

胜

は0
で
あ
：る

Q■ .1!

0
0
0 

九
：！々

Q

K

の

値

は1 ::

般

に0

で
あ
る
。

C 

- 

’ 

- 

，ニ
；
 
ニ.，
V
- 

1
/
I 

r
f 

f

I

r

 

ふ
-.-

Ui：；5：?：:*Xi 
ノ 

ス
て
-スズ：；

殺
龍
，ア
ベ
タ
山
さ 
J ()

，ザ

ぶ
考
へ
ら
れ
る
。
假
死
の
狀
態
無
意
識
の
狀
鶴
衝
•動
の
®

^
等
は
：是： .

に
，依
t

說
明
さ
れ
る
：事
も
可
能
で
あ
：る

0 

S

象
の
力
に
於
け
るS
湖
.位g

,

摩
位§

1

單
位
，，.
.
.の
數一 ::

般
に
贼
は1

2

 -3

一
 

4
^
1
:

5: 6

 

7

 

8

 

9
(
0

 \

相
以
で
：

P
,

る 

後
者
が
T

ク
タ
ジ
ド
處
間
を
表
«

す

に

對

し

て

前

；者
は
：非
T

ク

タ
ッJ

:
間

を

表

；は

す

*
^
主

觀

の

側

に

於

け

る
 

自

然

數

の

系

列

0
1
2

 

§

 

4

 

5
:

わn, 

n

 +

 I
:
;
:

を

能

ふ

る

限
：，：，

に

歸

す

る> 

012
:
^
3

 

4- 

5

 

6

 

7

 

,8 

9

こ

歸 

1

す

る

，
ま

ぱ

S

照

位
§
.

單

位I
取

位
.
.
,の

數

一

般

に

；
非

ユ

I

ク

タ

ッ

ド

的

な

る

#

象

を
1

W

す

る

認

識

形

K
^
* 1

. 

)

 

f
c
r 

? 

>
• ► 
.
\
j
. 

f
 

 ̂

k
' 

I 

I 

■ fc- 
► 

Z
~
\

 

T
>

 

4 

s
 

i 

)
 

/

.
で

あ

る

を
s

位
s

に
.
f

せ

ぱI

で
t

。
f

ぱ
^
^

0
i
,
2
3
J
t
5
s
s

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

:

.

.

s

o
 

S

は
館
濟
的
認
識
の！

般
的
形
式
で
あ
る

败

汽

ポ

は

紘
W

が
静
識
に
#

し
，て
ョ
マ
人
格
的
故
ハ
-
生
觀
の
系
洲
は
能
：ふ

限

り

.
1

に

約

元

せ

ら

れ

る

。

ぉ
，
治 

A
M

ilsl?

叫Q

各
參
は
，

W

渡
.が
.詞£iiH...

の
—

象
‘力
：物
的
で
あ
る
.に
對
し
て
人
問
的
ヤ
あ
.る
0
.
ヨSN:

具
體
的
で.
b

る
。
身
象
の

系
列
は
能
，ふ
限
*
<
=大̂
な
る
位
に
取
^
^
れ̂
る
、1

0
0

，單

位
L

i

:
取

位
1

0

.

0

Q

P
單

位

：
，
：

！

般
‘
，7
^

0
然
、P
ぱ
政

治

的
I

®

1

ポ

が

ま
-
は

ま

i

 

:
 • 

♦
.

(

l

e
。

！

；
に

於

け

る

分

母

の

0

を

度

外If

す
S

,

 S

治

的
f

i

/
n
o
)

3
.
 

(

0
> 

" 

 ̂

; 

»
r
t
-
C 

(

E

的
.形
式
.は—

H

l

o
此
揚<

?

，政
沿
的
認
識
の
安
常
性
は
/

及
び
m

と
共
に
增
★

ず
る
。
認
識
の！

般
的
形
式 

g

 

‘；

g
.

に
於
け
る
數
値
の
增
大
を
幸
W

ざ
呼
び
得
る
^
;
ら̂
ぱ
>
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
ば
：政
，沿

の

1

原

則

で

あ.：：̂得

る
0

ル
は
，非
T

ク
ジ

ッ
ド
的
故
-政
治
學
的
認
識
の
對
象
に
は
、
社
會
科
學
の
法
‘則
が
適
用
‘せ
ら
れ
得
る
。
國
民
の 

S

に
對
し
.て
選
舉
植
.を
有
す
る
‘.
.
.
.

の
，3:,

に
過
ぎ
す
マ」

す
れ
ば
1
0
1。

普
M
選
擧
が
行
は
れ10

.
0
0
0

人
對
し
て7 

M

■ 

J
- 

■ 

• 

• 

■ 

> 

■ 

;
. 

:
-
.

.

.

- 

.

.

.

.

.

 

-

.. 

i

の

代

表

者

が

選

ば

れ

る

も

み

ざ

す

れ

ぱ

1
0
.0
0
9
=

1
。

.部
分

は

全

體

じ

等

レ

。

有

播

者

の

中

，'の

1
に

依

て

選

患

が# 

賞
上

左
右
せ
ら
れ
る
も
の
ビ

す

れ

ば1 =

 3
。

從

て2
>
3
。

徒
て
2
V

5

。
.
§

人
の
代

表

者

は
事
K

上

の
中
の§

: 

一

人

に

依

て

、

指

導せ
ら
れ
る
も

の

す

す

れ

ば50
0
=
5
0
。
，

從

て

e
o
v
'
5
0
0

從

て

6
0
.
v
5
b
o
o
b
o
o
。

部

分

は
全
g

i
 

り

も

大

で

あ

：
る

。
：
部

分

が

全

體

よ

ら

も
小

な

る
は
素

よ

タ

ざ

せ

ら

.れ

て

ゐ

る

。

主

觀

ビ

對

缴

の

相

毅

的

M

係

に

於

て
"

生

觀
.の

侧

を

限
->

な

ぐ

單一

化

し

純

化

す

る

は

、

主

觀

の

限

り

な

い

對

>-~~4

0

.の
分
母
は

象
化
で
あ
る
。
主
觀
を
限
り
な
くg

象
化
す
る
事
、
例
べ
ぱ
純
粹
な
る
愛
の
如
ぐ
で
あ
れ
ば
、

限

り

な

く

零

近

附

く

。
一

f
v
o
l
o
)

 

h 

8

此
場
合
幸
腻
は
無
限
大
で
あ
る
。：S

な
る
幸
福
は
殊
に
最
高
の
善 

’/し
呼
ば
れ
得
る
。
 

‘

X

M

y
の
値
の
增
大
は
次
の
倏
仲
に
よ
る
。(

一)

分
母
V

は
其
儘
分
子X

が
增
大
す
る(

二〕

分

子

X

は
其
®

分
®
 

y
 

が
縮
少
す
る(

三
； }

分
子
が
分
母
に
對
し
て
棍
對
的
に
ヨ
リ
增
大
す
；么(

四)

I

分
母
が
分
子
に
對
し
て
相
®
的
に
ヨ
ジ
減 

少
す
る
。

a

 

X

ニX

三X
H
O

の
活
ら
さ
に
於
て
、
我
：々

は「
一

切
を
意
め
儘
に
な
し
得
る」

(

波
多
»

>
宮
本
兩
K
 

譯
、

カ
ン
ト
®

踐
理
性
批
制
、

ニ
九
ニ
‘

K

參照
； }

感
を
懷
く
も
の
故
、
x

_
>
の
數
値
を
増
大
せ
し
む
る
原
理
は
幸
福 

に
求
め
得
ら
れ
る
。
分

子
X
,の
憎
大
を
可
能
な
ら
し
む
る
原
理
を
§

に
求
む
；れ
ぱ(

n

よ
り
幸
福
の
墙
大
は1

部 

快
樂
に
厳
る
3

分

母
y

の
縮
少
を
可
能
な
ら
し
む
る
原
理
を
節
愁
k

求
む
れ
ぱ，

1
D

よ
ら
幸
福
の
增
大
は1

部
節
悠 

に
繁
る
。
S

! X

四〕

よ

幸

福

S
:

快
樂
、ご
.節
愁
ざ
の
概
纖
的
觸
係
の*

5̂
5̂

ゐ
る
ノ

X,
(
=

り)

に
於
け
る
分
母
を
、能
ふ
る
限
'ヶ1

，に
歸
す
る
，時
、

正
：

.義
の
威
‘が
得
ら 

i

依
て
判
斷
す
る> J *yj

» 

i
m
p
a
r
t
i
a
l

 

s
p
e
c
t
a
t
o
r

を
得
る
r
 j 

,fレ，
は
V

第U

十

翁

(

五0

七
：> 

つ
能
會
料
學
の
法
則」

-の
哲
舉
的
研
究 

银

四

轉

九

七

P
hj

(
0
)
1
2
3
4

ひ

，.

I
V

十1

:

'

れ
る
。

m
a
n

 

w
i
t
h
o
u
t

 

を 

m
a
n

 

-
w
h
M
n



、
.
,

f...
 

.

. 

,
.
.
v

■
j
l
t
i
i
r
i

取
ニ T

あ
.

(
M
.
Q

八)

.

「

敝
翁
料
學9

.

法
则
し
の
货
，舉

的

研

究

，：

 

'路
.'四
，.嘴

r
p
l
* 

,
.

■
 

. 

0
- d 

, 

ぃ

T
5
.
}
i
4
5
:
-
n
,

 

n
t
.
:
:.
に
於
け
'ろ
分
母
を
能
ふ
る
限
りi

に
歸
す
事
で
あ
る
^
し̂
考
ぺ
ら
れ
る
。
是
は
正
義 

の
感
に
ー
政
す
る(

A
.

 

Smith, T
he Theory , of Moral 

sentimsts, 

D
.

 

220, 

pp* :̂
30, 

2 ,

 

i :̂、

他
參
®
 V

 

夜
盜 

無
輯
の
徒
の
戴
ご
雖
も
x

l

y
に
於
け
：：る
分
母
を
任
意
の
®

■

に
料
元
す
る
。
ゆ
i

y
、
た 
一

C
O
A

あ 
一7

マ

，
：

：

。

あ
1
 

を
國
家
M

B

ビ
言
ふ
.
.
ょ
ぐK

義
一
の
：
感
k

.!

政
す
る
0

.正
義
，

S

凡
ゅ
る
主
觀
4

^

1

歸
ず
る
を
以
て
足
れ
り
ざ
ょ
，せ 

ぬ
。：S

、r

 I

: 

母
が
限

り

な 
<

0
 

に
近
ぐ
約
元
せ
ら
れ
る
間

政
沿
的
！
義

は

賞

现

る
。

C
O

は

最

高

善

の

意

識

に

I

政
す
る
0 

x
y
l
i

於
け
る
分
ゆ

y
が
特
に

0
な
る
時x

l
y
s

數
値
ぱ1

般
に
.

"
分

：ナ
> 
の
大
か
に
拘
ら
す
？
で
あ
る
。
入
の 

理

想

は

鹿

视

せ

ら

れ

る

8

に
於
け
る
數
0
は
#

に
*

V
I
：

ぱ
れ
得
る
。
神
は
最
高
善
の
意
識
§
中 

^

あ
：る
，
成
ね
最
高
善
の
意
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
.

主
觀V

#

廉

の

相

i
f
,

的

脚

係

は
X

I

y
、
x

y

の
，値
を
V
 

ぶ
膚

け

ぱ

叫

"V
.

 

ニ

は
意
識
ビ
呼
ば
れ
得
る
。
我
；々

の
認
識
は
意
識
の
及
ぶ
範
圓
に
.眼
る
。

.

.

.
x
:
l
yに
於
け
る
y

が
赠
に0

な
る
特
，主
觀
は
完
全
に
；對
%

化
さ
れ
て
居
る
-
或
は
：生
觀
は
：完

会

に

對

象

：か
ら
解
放

せ
ら
れ
て
居
る
。
此
揚
合x

l
y

の
値
はX

の

大

サ

の

如

何

は

拘

ら

す

：一
股
に

a
:

で
わ
る
？n

m
h

=
c

c

こ
☆

ナ

d
-
1
0 

V

 

-

る
分
子
の
X

は
#

に
命
題
的®
數
に
表
は
さ
れ
得
る
；(

命
®

的
圓
數
：に
就
：て
は
*

十
W

年
八
月
就
所
載
の
拙
稿
《
濟 

價
値
說
の
體
系
！
三
三
頁
、

R
u
s
s
e
l
,

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
,

 

c
h
a
p
.

 

15. 

/ pr
ĉ
p
o
s
h
i
o
n
a
r

 

F
u
n
c
t
i
o
n
,

 

P
o
i
n
c
a
r
6

 

T
h
e

 

I
F
O
U
n
d
a
t
l
o
n
s

 

6
f

 

S
c
i
e
n
c
e
,

ニrans. 

b
y

 

H
a
l
s

ナ

e
d

 

; 

S
d
e
n
c
e

 

a
n
d

 

s
e
t
h
o
d
.

 

B
o
o
k

 

II. 
c
h
a
p
.

 

<
. T

h
e

 

l
a
t
e
s
t

 E
f
f
o
r
t
s

 

o
f

 

t
n
e

 .
x
-
o
g
l
s
t
l
c
a
s
,

‘ VI
.

 

N
i
g
N
a
g

 

T
H
e
o
r
y

 

a
n
d
.

 

;N-<:r-olass 

’ 

T

ヤGor>r.. 

本
修
氏
譯
科
學
ビ
方
法 

/ 

六
、
七

f
K
.及

び

特

.

.
に

 

i
C
a
n

 
スS- 

C
r
i
t
f

 clue-, o
f
.

 J
u
d
g
e
m
e
n
t
,
.
,

 

t
r
a
n
s
,

.
 by.. 

J. 

.3
‘...

-lBernar<i,,:§
. 

5

 
ぬ
，..，.
.
o
f
.
.
.

-
s
e
a
u
t
v
'

 

as. 

t
h
e
-

 

S
y
m
b
o
l

o
r
M
o
r
a
H
t
y
.

參
照)

"

命
题
的
函
數：

y
=
/
(
x
)

に
於
て
、
我
々
はX

に
任
意
の
數
値
を
代
入
し
得
る
。
命

®

的
®
 

數
と
は
其
の
諸
値
が
餅
命
题
な
る1

K

數
の
事
で
あ
る
"
命
題
的
函
數
は
凡
て
の
主
觀
を
其
自
舟
の
ゆ
に
含
ん
で
ゐ 

る
ど
共
に
凡
て
の
主
觀
か
ら
解
放
せ
レ
れ
て
ゐ
る
。
命
题
的
函
數

y
=
/
(
x
)

 

に
任
意
の
敷
値
を
代
入
す
る 

美
的
⑩
斷
は
成
る
。
認
識
と
は
主
觀V

纖
象
ビ
の
相
對
的
刷
係
の
事
で
あ
る

X

一y
。
從
て
i

s

o

又
命
題
的

®
 

數

y

"

f

3

は

U
m

 

-
^
=
o
o

に
於
け
る
分
子
の

X

で
あ
る
。
從
て
命
題

的
}
!

數

y
=
A
X
)

は
悟
性
的
認
識 

ざ
賞
踐
现
牲
的I

S

識
，た
の
冠
石

c
o
p
:
n
g
,
s
t
o
n
e

で
あ
る
り
命
題
的
函
數
は
養
し
-
.
明
る
く
照
さ
れ
舞
臺
で
あ
る
。
0 

る
人
の
鹿
は
崎
い
"

木
や
お
や
土
で
造
ら
れ
た
箱
の
ゆ
で
觀
客
は
恰
も
凡
て
の
利
害
行
，算
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
居
る 

樣
に
越
え
る
彼
等
は
恰
も
華
か
な
舞
臺
の
中
に
溶
け
込
ん
で
居
：る
か
0

の
如
ぐ
姑
ゆ
る
。

認
識
ざ
は
主
觀
ビ
徵
缴
ざ
：の
相
對
的
刷
係
ゆ
事
，で

あ

る
x

l

y
の
値
を
V

に置けば，

づ。

ニは意識を炭 

明
す
る
。
V

が
算
出
せ
ら
れ
る
爲
R

は
X
,
マ

J

 

X

ビ
は
同
質
且
：

C
N

 

y

は
與
'へ
ら
れ
だI

定
楚
で
な
け
れ
ば
な
ら
.
ぬ
。

y
 

は
赠
殊
な
る
も
の
に
取
ら
れ
る
、
具
體
的
な
る
生
命
の
麼
史
は

V

に
展
開
せ
ら
れ
て
行
く
。

X 
一
 

y

に
於
け
る
分
母
の 

y

を
特
に
輕
濟
的
主
觀(

s

b

,

)

，
に

取

れ

ぱ
^

^

=
V
i

は

經
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